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世
界
的
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
は
、
導

入
拡
大
に
伴
い
発
電
コ
ス
ト

が
低
減
し
コ
ス
ト
競
争
力
の

あ
る
電
源
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
日
本
で
は
、
２
０
１
２

年
７
月
の
再
エ
ネ
固
定
価
格

買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
導
入

以
降
、
年
率
26
％
で
伸
び
、

２
０
１
７
年
３
月
末
時
点
で

電
源
に
し
て
い
く
こ
と
は
世

界
の
潮
流
で
あ
る
。
現
在
、

事
業
運
営
を
１
０
０
％
再
エ

ネ
で
調
達
す
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
る
企
業
の
団
体
と

し
て
「Renewable Energy 

100%

（
Ｒ
Ｅ
１
０
０
）」
が

あ
る
。日
本
の
加
盟
企
業
は
、

２
０
４
０
年
な
い
し
２
０
５

０
年
に
最
終
的
な
目
標
と
し

て
再
エ
ネ
１
０
０
％
と
す
る

場
合
と
、
２
０
３
０
年
あ
た

り
を
第
１
期
の
目
標
と
し
て

30
〜
50
％
を
掲
げ
、
先
の
最

１
０
０
㍋ 
㍗
時
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
導
入
し
マ
イ
ク
ロ
水

力
発
電
の
実
用
化
や
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
ボ
イ

ラ
ー
の
導
入
な
ど
も
行
う
リ

コ
ー
、
１
０
０
％
再
エ
ネ
の

購
入
プ
ラ
ン
で
電
力
を
調
達

す
る
ア
ス
ク
ル
、
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
技
術
で
発
電
所
が

特
定
さ
れ
た
再
エ
ネ
電
力
を

購
入
す
る
丸
井
グ
ル
ー
プ
な

ど
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

自
社
グ
ル
ー
プ
の
工
場
屋
根

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す

終
目
標
を
第
２
期
に
す
る
場

合
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
日

本
企
業
の
目
標
達
成
年
は
他

国
の
企
業
に
比
べ
先
送
り
に

し
て
い
る
印
象
を
受
け
る

が
、
こ
れ
に
は
、
ま
ず
参
入

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
実
際
の
導

入
は
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く

り
行
い
た
い
と
い
う
意
思
が

う
か
が
わ
れ
る
。

　

目
標
達
成
意
欲
の
高
い
事

業
者
の
具
体
的
な
活
動
に

は
、
静
岡
県
御
殿
場
市
の
環

境
事
業
開
発
セ
ン
タ
ー
で
１

る
だ
け
に
留
ま
る
企
業
も
少

な
く
な
く
、
温
度
差
が
あ
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
要
因
に

は
、
再
エ
ネ
価
値
が
付
加
さ

れ
た
電
力
を
ど
こ
が
扱
っ
て

い
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

ア
ク
セ
ス
の
不
整
備
、
価
格

が
不
透
明
で
あ
る
こ

と
へ
の
不
信
感
、
目

先
の
経
済
的
合
理
性

だ
け
を
求
め
る
姿
勢

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
産
業

用
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
が
２
０
３
２

年
以
降
、
順
次
買
い
取
り
期

間
が
満
了
す
る
た
め
、
こ
の

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
産
業
用
電
源
と

直
接
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
Ｒ

Ｅ
１
０
０
企
業
の
再
エ
ネ
導

入
率
向
上
は
期
待
で
き
る
。

▼
世
界
気
象
機
関

　

１
９
５
０
年
設
立
の
国

連
の
専
門
機
関
。
世
界
の

気
象
業
務
に
つ
い
て
、
観

測
網
の
確
立
、情
報
交
換
、

教
育
や
研
究
、
気
象
学
応

用
の
推
進
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
本
部
は

ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
。

W
orld Meteorological 
Organization

の
頭
文
字

を
と
っ
た
「
Ｗ
Ｍ
Ｏ
」
が
略

称
。２
０
２
０
年
２
月
現
在
、

１
８
７
カ
国
・
６
領
域
が
加

盟
。
日
本
の
加
盟
は
１
９
５

３
年
。
１
９
９
０
年
か
ら
は

Ｗ
Ｍ
Ｏ
の
要
請
に
基
づ
き
気

象
庁
が
温
室
効
果
ガ
ス
世
界

資
料
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｄ
Ｃ
Ｇ

Ｇ
）
を
運
営
し
て
い
る
。　

▼
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

　

運
用
機
関
な
ど
投
資
家
が

環
境
（Environment

）、
社

会
（Social

）、
企
業
統
治

（Governance

）
の
３
つ
の

要
素
を
判
断
の
材
料
と
し
て

投
資
を
行
う
こ
と
。「
Ｅ

Ｓ
Ｇ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

頭
文
字
を
と
っ
た
略
語
。

環
境
は
地
球
温
暖
化
対

策
、
社
会
は
人
権
へ
の
対

応
、
企
業
統
治
は
法
令
順

守
と
い
っ
た
事
項
を
確
認

し
、
こ
れ
ま
で
の
財
務
指

標
に
は
隠
れ
て
い
た
情
報

を
重
視
す
る
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
配
慮
し
た
企

業
は
、
持
続
的
成
長
や
中

長
期
的
収
益
を
も
た
ら
す

と
の
考
え
方
に
基
づ
い
て

い
る
。

約
５
６
０
０
万
㌔
㍗
に
達
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
発
電

コ
ス
ト
は
国
際
水
準
と
比
較

し
て
依
然
高
い
状
況
に
あ

り
、
国
民
負
担
の
増
大
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
ま
た
再
エ

ネ
導
入
拡
大
が
進
む
中
、
系

統
制
約
が
顕
在
化

し
て
い
る
ほ
か
、

出
力
変
動
の
調
整

力
確
保
も
含
め
電

力
系
統
へ
の
受
け

入
れ
コ
ス
ト
も
増

大
し
て
い
る
。
さ
ら
に
地
域

と
の
共
生
や
、
小
規
模
電
源

を
中
心
と
し
た
将
来
的
な
再

投
資
の
停
滞
（
発
電
事
業
終

了
後
に
設
備
廃
棄
）
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
再
エ
ネ
を
主
力

 省エネへ、
二人三脚。

　

世
界
の
国
々
が
地
球
温
暖
化
対
策
を

話
し
合
う
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

第
25
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
）
が

２
０
１
９
年
12
月
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド

リ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
２
０

２
０
年
か
ら
本
格
始
動
す
る
温
暖
化
対

策
の
国
際
的
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
に

関
連
す
る
議
論
が
中
心
。
中
で
も
、
各

国
が
提
出
し
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
目
標
引
き
上
げ
と
、
前
回
会
議
で

合
意
で
き
な
か
っ
た
運
用
ル
ー
ル
の
決

定
が
焦
点
と
な
っ
た
。

　

パ
リ
協
定
で
は
産
業
革
命
前
か
ら
の

気
温
上
昇
を
２
℃
未
満
に
抑
え
、
で
き

る
限
り
１
・
５
℃
以
内
に
す
る
と
定
め

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
各
国
は
自
主
的

た
成
果
文
書
に
は
、「
各
国
の
事
情
に

応
じ
、
可
能
な
限
り
現
在
よ
り
高
い
目

標
を
示
す
」
と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ

た
。
目
標
引
き
上
げ
に
消
極
的
な
国
へ

の
配
慮
も
あ
っ
て
、
義
務
化
は
し
な
か

っ
た
。

　

持
ち
越
し
に
な
っ
て
い
た
運
用
ル
ー

ル
は
、
排
出
量
取
引
に
関
す
る
も
の
。

途
上
国
へ
の
技
術
協
力
な
ど
で
削
減
で

き
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
、
自

国
の
削
減
分
と
し
て
組
み
入
れ
る
際
の

方
法
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
途
上
国
側
の

な
削
減
目
標
を
決
め
、
国
連
に
提
出
し

て
い
る
。
た
だ
当
初
提
出
し
た
目
標
を

そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
達
成
し
て
も
、
２
℃

以
上
の
気
温
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
と

見
ら
れ
て
お
り
、
目
標
の
上
積
み
が
求

め
ら
れ
て
い
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
で
合
意
し

ル
ー
ル
決
定
は
見
送
り

削
減
分
に

加
え
る
仕

組
み
づ
く

り
な
ど
で

意
見
が
合
わ
ず
、
結
論
は
次
回
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
に
再
度
先
送
り
と
な
っ
た
。
パ
リ

協
定
は
、
ル
ー
ル
の
一
部
が
未
決
定
の

ま
ま
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

次
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
は
２
０
２
０
年
11

月
、
イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。
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日
本
の
電
力

は
、
東
側
50
㌹

西
側
60
㌹
の
２

種
類
の
周
波
数

を
使
用
し
て
い

る
。
本
来
は
統
一
す
る
の
が

望
ま
し
い
の
だ
が
、
電
力
の

過
不
足
が
東
西
ど
ち
ら
か
で

発
生
し
た
と
き
、
そ
の
ま
ま

で
は
融
通
し
合
え
ず
周
波
数

の
変
換
装
置
な
ど
を
し
つ
ら

え
対
応
し
て
い
る
、
と
本
紙

で
も
た
び
た
び
触
れ
た
。

▼
こ
れ
は
電
力
黎
明
期
の
明

治
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
を
引
き

継
い
だ
結
果
だ
が
、
こ
の
不

便
な
状
態
に
も
「
利
点
は
あ

る
」
と
す
る
見
方
が
あ
る
。

技
術
力
の
向
上
を
導
い
た
か

ら
だ
。
日
本
企
業
が
世
界
市

場
に
あ
ま
ね
く
進
出
す
る
た

め
に
は
、
国
ご
と
に
異
な
る

周
波
数
に
対
応
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
状
況
は
す

で
に
国
内
で
挑
み
、
技
術
開

発
は
進
ん
で
い
た
。

▼
逆
境
を
乗
り
越
え
る
と
力

は
つ
く
。
日
本
の
歴
史
は
そ

の
積
み
重
ね
だ
。
再
起
不
能

と
見
ら
れ
て
い
た
被
爆
国
は

世
界
中
が
瞠
目
す
る
ス
ピ
ー

ド
で
戦
後
復
興
を
遂
げ
た
。

そ
の
自
信
を
礎
に
経
済
大
国

へ
の
道
を
進
ん
だ
。
自
前
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
乏
し
い

う
え
の
２
度
に
わ
た
る
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
効
率
を
飛
躍
的

に
進
化
さ
せ
、
危
機
的
事
態

を
打
開
し
た
。

▼
現
在
、
横
た
わ
る
逆
境
の

１
つ
は
地
球
温
暖
化
で
あ

る
。
自
然
災
害
の
激
甚
化
な

ど
あ
え
て
具
体
例
を
示
さ
な

く
て
も
身
近
な
問
題
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

乗
り
越
え
た
と
き
、
ど
れ
ほ

ど
大
き
な
力
が
残
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
。

理
由
は
、
太
陽
光
発
電
と
い

っ
た
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
や

原
子
力
発
電
所
再
稼
働
に
よ

っ
て
非
化
石
燃
料
発
電
の
割

合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

省
エ
ネ
活
動
の
普
及
に
よ
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
（
電
気
・
熱
配
分

後
）
の
主
な
内
訳
は
、
工
場

な
ど
「
産
業
部
門
」
が
３
億

９
６
０
０
万
㌧
で
前
年
度
比

３
・
５
％
（
１
４
４
０
万
㌧
）

熱
配
分
統
計
誤
差
を
除
く
）」

は
９
５
０
０
万
㌧
で
同
０
・

９
％
（
85
万
㌧
）
減
だ
っ
た
。

　

な
お
、
速
報
値
の
算
定
時

点
で
２
０
１
８
年
度
の
数
値

が
未
公
表
の
も
の
に
つ
い
て

は
前
年
度
の
値
を
代
用
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
今
後
発
表

さ
れ
る
確
報
値
と
ず
れ
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
確
報

値
で
は
森
林
な
ど
の
吸
収
量

も
公
表
さ
れ
る
予
定
。

減
、
自
動
車
な
ど
「
運
輸
部

門
」
が
２
億
１
０
０
０
万
㌧

で
同
１
・
４
％
（
３
０
０
万

㌧
）
減
、
商
業
や
オ
フ
ィ
ス

な
ど
「
業
務
そ
の
他
部
門
」

が
１
億
９
７
０
０
万
㌧
で
同

５
・
６
％
（
１
１
６
０
万
㌧
）

減
、「
家
庭
部
門
」
が
１
億

６
６
０
０
万
㌧
で
同
11
・
１

％
（
２
０
６
０
万
㌧
）
減
、

製
油
所
や
発
電
所
な
ど
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
部
門
（
電
気

加
し
て
い
る
。

　

今
回
発
表
の
２
０
１
８
年

度
排
出
量
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
３
・
６
％
（
４
７
０
０

万
㌧
）
減
少
し
た
。
日
本
は

２
０
３
０
年
度
に
２
０
１
３

年
度
比
で
26
・
０
％
減
、
２

０
０
５
年
度
比
で
25
・
４
％

減
の
削
減
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
各
基
準
年
に
対
す
る
２

０
１
８
年
度
実
績
は
、
２
０

１
３
年
度
比
が
11
・
８
％（
１

億
６
６
０
０
万
㌧
）
減
、
２

０
０
５
年
度
比
が
10
・
０
％

（
１
億
３
８
０
０
万
㌧
）
減

と
な
っ
た
。

　

排
出
量
が
減
少
し
た
主
な

　

総
排
出
量
は
１
９
９
０
年

度
の
統
計
開
始
以
来
、
最
も

少
な
い
数
値
に
な
っ
た
。
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
当
た
り
の
排
出
量

で
見
れ
ば
２
０
１
３
年
度
以

降
６
年
連
続
で
減
少
し
て
い

る
。
た
だ
し
各
種
温
室
効
果

ガ
ス
の
う
ち
、
代
替
フ
ロ
ン

の
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー

ボ
ン
類
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ｓ
）
は
、

冷
媒
の
需
要
が
増
え
、
前
年

度
比
９
・
４
％
増
と
近
年
増

2020年冬季号 クロスワードパズルの答え

気候変動枠組み条約第25回締約国会議（COP25）

　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
４
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
チ
シ
ョ
ウ
」
が

正
解
。
今
回
も
、
８
面

に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 日本テクノのＣＭを配信中

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

燃
料
の
燃
焼
お
よ
び
供
給

さ
れ
た
電
気
・
熱
の
使
用
に

伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
こ
と
。
そ
れ
以
外
の
セ
メ

ン
ト
生
産
な
ど
工
業
プ
ロ
セ

ス
の
化
学
反
応
か
ら
発
生
す

る
も
の
や
廃
棄
物
の
焼
却
な

ど
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
も

の
は
「
非
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源

Ｃ
Ｏ
２

」
と
し
て
区
別
し
て

い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
に
は

メ
タ
ン
や
一
酸
化
二
窒
素

な
ど
も
あ
る
が
Ｃ
Ｏ
２

が
最

も
多
い
。
今
回
の
速
報
値
で

は
91
・
６
％
を
占
め
、
そ
の

う
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源

Ｃ
Ｏ
２

は
85
・
２
％
だ
っ
た
。

　

環
境
省
と
国
立
環
境
研
究
所
は
２
０
１
９
年
11
月
、
２
０
１
８
年
度
の
国
内
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
速
報
値
を

公
表
し
た
。
総
排
出
量
は
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
換
算
（
以
下
同
）
で
12
億
４
４
０
０
万
㌧
だ
っ
た
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
の
導
入
拡
大
に
よ
り
発
電
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
が
寄
与
し
、

２
０
１
４
年
度
か
ら
５
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

無 料
2020年  春季 第 60号
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事
業
運
営
を
す
べ
て
再
エ
ネ
で

「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」の
挑
戦
と
課
題 0120 ー 308 ー 512

答えは「チショウ」でした。
（「地産地消」の末尾２文字の読み）
多数のご応募ありがとうございました。

企画/編集：ダイアローグ　校正：ディクション

２
経
済
産
業
省
が
進
め
る
業
務
効
率
化

保
安
手
続
き
電
子
申
請
ス
タ
ー
ト

４
身
近
な
電
気
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
話

第
７
回
電
気
は
ど
う
や
っ
て
送
ら
れ
て
く
る
の
か

５
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
の
逸
品

富
士
山
麓
で
う
ま
れ
る
ま
ろ
や
か
な
旨
味
【
お
茶
の
や
ま
文
】

８A
ll for JA

P
A
N

　

お
客
様
復
興
へ
の
歩
み

苦
難
を
試
練
と
受
け
止
め
る
【
小
久
保
鉄
工
株
式
会
社
】

連
載
記
事
ほ
か　

国
内　  
ガ
ス
排
出
量
５
年
連
続
減
少

環
境
省
速
報
値

90
年
度
統
計
開
始
以
降
で
最
少

■
お
客
様
の
声

７

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
／
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
事
例

│
│
「
最
近
の
活
動
状
況
」な
ど
項
目
追
加

し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２

に
次
ぐ
メ
タ
ン

（
Ｃ
Ｈ
４

）
の
濃
度
は
１
８

６
９
±
２
ｐ
ｐ
ｂ
（「
ｐ
ｐ

ｂ
」
は
大
気
中
の
分
子
10
億

個
中
、「
ｐ
ｐ
ｍ
」
は
同
１

０
０
万
個
中
に
あ
る
対
象
物

質
の
個
数
を
示
す
単
位
）。

前
年
か
ら
０
・
54
％
（
10
ｐ

ｐ
ｂ
）
増
加
し
た
。
工
業
化

以
前
は
約
７
２
２
ｐ
ｐ
ｂ

で
、
そ
の
２
５
９
％
に
達
し

て
い
る
。
３
つ
目
の
一
酸
化

二
窒
素
（
Ｎ
２

Ｏ
）
の
濃
度

は
３
３
１
・
１
±
０
・
１
ｐ

ｐ
ｂ
。
前
年
か
ら
０
・
36
％

（
１
・
２
ｐ
ｐ
ｂ
）
増
加
。

工
業
化
以
前
は
約
２
７
０
ｐ

ｐ
ｂ
で
、
そ
の
１
２
３
％
に

な
っ
た
。

拡
大
し
て
い
る
。
年
報
で
は

そ
の
原
因
を
「
主
と
し
て
化

石
燃
料
の
燃
焼
と
セ
メ
ン
ト

生
産
及
び
森
林
伐
採
と
そ
の

占
め
る
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
は
４
０

７
・
８
±
０
・
１
ｐ
ｐ
ｍ
で
、

前
年
か
ら
０
・
57
％
（
２
・

３
ｐ
ｐ
ｍ
）
増
加
し
た
。
産

業
革
命
前
の
約
２
７
８
ｐ
ｐ

ｍ
と
比
較
し
て
１
４
７
％
に

れ
た
デ
ー
タ
が
収
集
・
分
析

さ
れ
、
そ
の
結
果
な
ど
を
も

と
に
作
成
さ
れ
る
。

　

最
高
値
を
更
新
し
た
３
種

の
主
要
な
温
室
効
果
ガ
ス
の

う
ち
最
も
大
き
な
比
率
を

　

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス

濃
度
な
ど
を
伝
え
る
こ
の
年

報
は
、
気
象
庁
が
運
営
す
る

「
温
室
効
果
ガ
ス
世
界
資
料

セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｄ
Ｃ
Ｇ
Ｇ
）」

に
よ
っ
て
世
界
中
で
観
測
さ

他
の
土
地
利
用
変
化
か
ら
の

放
出
に
よ
る
結
果
」
と
し
、

そ
の
根
拠
に
放
射
性
炭
素
の

測
定
に
よ
る
分
析
結
果
を
示

Ｃ
Ｏ
２
濃
度
最
高
値
を
更
新

世
界
気
象
機
関
２
０
１
８
年
解
析
値
公
表

　

気
象
庁
は
２
０
１
９
年
11
月
、
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
：
左
欄
用
語
解
説

）
の

発
行
す
る
「
温
室
効
果
ガ
ス
年
報
第
15
号
」
に
お
い
て
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
な
ど

主
要
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
２
０
１
８
年
の
世
界
平
均
濃
度
が
観
測
史
上
最
高
を
更
新
し
た

と
発
表
し
た
。

※WMO「温室効果ガス年報第15号」（気象庁訳）をもとに作成。

プ
ラ
ご
み
問
題
89
％
が
関
心
あ
り

る
程
度
関
心
が
あ
る
＝
55
・

５
％
）
だ
っ
た
。
年
齢
別
で

は
60
代
が
93
・
３
％
と
最
も

高
く
、
40
代
以
上
は
す
べ
て

90
％
を
超
え
て
い
る
の
に
対

し
、
30
代
は
77
・
５
％
、
18

〜
29
歳
は
74
・
１
％
と
若
い

年
代
の
関
心
は
低
か
っ
た
。

過
剰
だ
と
思
う
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
で
は
、
複
数
回
答
で

「
お
弁
当
で
使
う
使
い
捨
て

チ
ッ
ク
ご
み
問
題
」
と
「
自

然
共
生
社
会
」
の
２
項
目
に

つ
い
て
調
査
員
に
よ
る
個
別

面
接
方
式
で
全
国
の
18
歳
以

上
の
３
０
０
０
人
を
対
象
に

行
っ
た
。
有
効
回
収
率
は

55
・
６
％
だ
っ
た
。

　

プ
ラ
ご
み
問
題
に
「
関
心

が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
全

体
の
89
・
０
％
（
非
常
に
関

心
が
あ
る
＝
33
・
５
％
、
あ

　

内
閣
府
は
２
０
１
９
年
10

月
、
同
年
８
か
ら
９
月
に
か

け
て
実
施
し
た
「
環
境
問
題

に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結

果
を
公
表
し
た
。
海
洋
汚
染

な
ど
を
も
た
ら
す
「
プ
ラ
ス

小
分
け
用
容
器
や
飾
り
」
が

50
・
３
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
50
・
１
％
の
「
レ
ジ
袋
」

と
な
っ
た
。

　
「
自
然
共
生
社
会
」
の
項

目
で
は
、
自
然
に
対
し
ど
の

程
度
関
心
が
あ
る
か
の
質
問

に
対
し
て
「
関
心
が
あ
る
」

人
は
90
・
６
％
（
非
常
に
関

心
が
あ
る
＝
29
・
２
％
、
あ

る
程
度
関
心
が
あ
る
＝
61
・

４
％
）
だ
っ
た
。
ま
た
47
・

２
％
の
人
が「
生
物
多
様
性
」

と
い
う
言
葉
を
「
聞
い
た
こ

と
も
な
か
っ
た
」
と
答
え
て

い
る
。

内
閣
府
「
環
境
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」

2018年の温室効果ガス世界平均濃度

目標上積み合意 義務化せず
■
設
立
25
周
年
記
念
特
別
企
画
第
２
弾

３

日
本
テ
ク
ノ
の
あ
ゆ
み
│
│

四
半
世
紀
の
あ
ゆ
み
を
携
え
、次
代
を
つ
く
る

プラごみ問題への関心度

日本テクノ株式会社
www.ntc.jp 
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〜
39
歳
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49
歳
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〜
59
歳

60
〜
69
歳

70
歳
以
上

全
体

非常に関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない まったく関心がない

わ
か
ら
な
い

二酸化炭素
（CO2）

メタン
（CH4）

一酸化二窒素
（N2O）

世界平均濃度 407.8±0.1
ppm

1869±2
ppb

331.1±0.1
ppb

産業革命前
との比較 147% 259% 123%

（当時の推定濃度） （約278ppm） （約722ppb） （約270ppb）

前年からの
増加量 2.3ppm 10ppb 1.2ppb

対前年増加比 0.57% 0.54% 0.36%

最近10年の
平均年増加量

2.26
ppm/ 年

7.1
ppb/ 年

0.95
ppb/ 年

日本の温室効果ガス排出量の推移

※環境省発表資料より。2019年11月公表の速報値。
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ThinkingThinkingThinking
Techno'sTechno'sTechno's
ThinkingThinkingThinking

保
安
手
続
き
電
子
申
請
ス
タ
ー
ト

経
産
省
「
保
安
ネ
ッ
ト
」運
用
順
次
拡
大

日
本
の
地
名
、地
球
史
の
名
称
に

　

国
立
極
地
研
究
所
は
２
０
２
０

年
１
月
、
中
期
更
新
世
と
呼
ば
れ

て
い
た
地
質
学
上
の
時
代
（
約
78

万
年
前
〜
約
12
万
年
前
）
の
名
称

が
千
葉
に
由
来
す
る
「
チ
バ
ニ
ア

ン
」
に
決
定
し
た
と
発
表
し
た
。

日
本
の
研
究
チ
ー
ム
は
千
葉
県
市

原
市
に
あ
る
そ
の
時
代
の
地
層

（
千
葉
セ
ク
シ
ョ
ン
）
を
国
際
的

な
基
準
地
に
す
る
よ
う
２
０
１
７

年
６
月
か
ら
申
請
し
て
お
り
、
今

回
、
韓
国
の
釜
山
で
開
か
れ
た
国

際
学
会
の
理
事
会
が
承
認
し
た
。

　

地
球
の
歴
史
を
区
分
す
る
地
質

時
代
は
１
１
７
あ
り
、
そ
の
基
準

地
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
が
多

く
、
日
本
の
地
層
が
選
ば
れ
た
の

も
、
日
本
由
来
の
地
名
が
名
称
に

つ
く
の
も
、
今
回
が
初
。
地
球
の

地
磁
気
の
逆
転
と
い
っ
た
特
殊
な

現
象
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
の
が

承
認
の
決
め
手
と
な
っ
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
約
98
％
が
投
資
判
断
に

　

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
関
連

の
政
策
に
役
立
つ
情
報
収
集
の
た

め
経
済
産
業
省
は
２
０
１
９
年
12

月
、
国
内
外
の
資
産
運
用
機
関
な

ど
に
対
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
（
１
面

用
語
解
説

）
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
63

社
に
依
頼
し
48
社
（
運
用
総
額
約

３
９
８
８
兆
円
）の
回
答
を
得
た
。

　

回
答
し
た
運
用
機
関
の
う
ち

97
・
９
％
が
投
資
判
断
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ

情
報
を
活
用
し
て
い
た
。
活
用
の

目
的
は
、
リ
ス
ク
低
減
（
97
・
９

％
）、
リ
タ
ー
ン
の
獲
得
（
87
・

５
％
）
な
ど
。
投
資
判
断
で
考
慮

す
る
内
容
は
約
80
％
が
気
候
変
動

に
関
す
る
事
項
だ
と
答
え
た
。
そ

の
一
方
で
85
・
４
％
が
「
企
業
の

Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す
る
情
報
開
示
が
不

十
分
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
が

Ｅ
Ｓ
Ｇ
評
価
の
障
害
に
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
た
。

地
球
を
巡
る
緑
の
波
参
加
者
募
集

　

国
連
が
定
め
る
生
物
多
様
性
の

日
（
５
月
22
日
）
に
世
界
中
で
植

樹
な
ど
を
行
う
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ

ブ
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
各

地
で
午
前
10
時
（
現
地
時
間
）
に

植
樹
す
れ
ば
、
東
か
ら
西
へ
と
地

球
上
に
緑
の
波
が
生
ま
れ
る
。

　

日
本
で
は
２
０
２
０
年
３
月
１

日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
を
「
グ

リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
２
０
２
０
」
実

施
期
間
と
し
て
、
環
境
省
な
ど
が

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
グ

ル
ー
プ
で
植
樹
計
画
な
ど
を
つ
く

り
、
公
式
サ
イ
ト
か
ら
登
録
、
活

動
実
施
後
、
結
果
を
送
信
す
る
。

登
録
締
切
は
６
月
30
日
、
活
動
後

の
登
録
も
可
。
昨
年
は
３
９
３
団

体
、
約
２
万
人
が
参
加
し
、
約
１

万
８
０
０
０
本
を
植
樹
。
２
０
１

１
年
か
ら
の
累
積
で
参
加
数
は
３

２
８
４
団
体
、
約
26
万
人
、
植
樹

本
数
は
約
33
万
本
と
な
っ
た
。

間
側
も
、
書
面
を
受
け
付
け

て
対
応
す
る
行
政
側
も
、
負

き
は
、
こ
れ
ま
で
す
べ
て
紙

に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
処
理

さ
れ
て
き
た
。
申
請
す
る
民

連
す
る
法
令
に
基
づ
く
手
続

き
の
件
数
は
、
年
間
25
万
件

以
上
に
な
る
。
そ
れ
ら
手
続

　

電
気
、
ガ
ス
、
鉱
山
、
火

薬
類
、
製
品
安
全
と
い
っ
た

産
業
保
安
・
製
品
安
全
に
関

　

経
済
産
業
省
は
２
０
２
０
年
１
月
、
産
業
保
安
・
製
品
安
全
法
令
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

「
保
安
ネ
ッ
ト
」
を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
今
後
、
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
保
安
関
連
の

手
続
き
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
行
え
る
よ
う
に
な
る
。

担
は
大
き
く
抜
本
的
な
業
務

効
率
化
が
望
ま
れ
て
い
た
。

中
で
も
電
気
事
業
法
関
連
の

手
続
き
は
多
い
。
電
子
申
請

が
進
め
ば
、
書
類
作
成
や
提

出
に
か
か
わ
る
負
担
は
大
幅

に
軽
減
さ
れ
る
。

　

今
回
ス
タ
ー
ト
し
た
「
保

安
ネ
ッ
ト
」
で
対
象
と
な
る

電
気
事
業
法
関
連
の
手
続
き

は
、
事
業
用
電
気
工
作
物
の

保
安
規
程
の
届
出
、
主
任
技

術
者
の
選
任
の
届
出
、
保
安

管
理
業
務
外
部
委
託
承
認
な

ど
。
シ
ス
テ
ム
運
用
の
開
始

当
初
は
、
対
象
地
域
を
四
国

と
沖
縄
に
限
定
す
る
が
、
ほ

か
の
地
域
も
準
備
が
整
い
次

第
順
次
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　

利
用
に
は「
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
」

と
い
う
１
つ
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
で
複
数
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
ア
カ
ウ

ン
ト
を
取
得
す
る
。
そ
れ
に

よ
り
書
類
へ
の
押
印
が
不
要

に
な
る
。
ロ
グ
イ
ン
後
の
画

面
で
は
、
提
出
し
た
届
出
や

過
去
の
届
出
な
ど
履
歴
の
確

認
、
申
請
後
の
処
理
状
況
の

確
認
な
ど
も
で
き
る
。

eco topicseco topics
２
０
１
８
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
実
績
速
報
需
要
・
供
給
と
も
に
減
少

　

各
種
統
計
資
料
を
も
と
に
経
済
産
業
省
は
２
０
１

９
年
11
月
、
２
０
１
８
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
実
績

の
速
報
を
取
り
ま
と
め
た
。
需
要
動
向
は
最
終
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
が
前
年
度
比
２
・
９
％
減
、
供
給
動
向

は
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
内
供
給
が
同
１
・
９
％
減
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
動
向
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
同
４
・
５
％
減
だ
っ
た
。

　

部
門
別
の
最
終
消
費
は
、
い
ず
れ
も
前
年
度
比
で

企
業
・
事
務
所
他
＝
２
・
３
％
減
（
う
ち
製
造
業
は

２
・
４
％
減
）、
運
輸
＝
１
・
２
％
減
、
家
庭
＝
７
・

８
％
減
と
主
要
部
門
す
べ
て
で
減
少
し
た
。
電
力
消

費
は
企
業
・
事
務
所
他
＝
１
・
０
％
減
、
家
庭
＝
４
・

６
％
減
、
運
輸
は
ほ
ぼ
増
減
な
し
。
家
庭
部
門
の
大

幅
な
減
少
は
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
前
年
度
に
比
べ
暖

冬
に
な
っ
た
こ
と
の
影
響
が
大
き
い
。

　

ま
た
供
給
側
の
発
電
電
力
量
は
前
年
度
比
１
・
３

％
減
（
１
兆
４
７
１
億
㌔
㍗
時
）。
そ
の
う
ち
非
化

石
電
源
の
割
合
は
同
４
・
０
％
ポ
イ
ン
ト
増
の
23
・

１
％
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝
16
・
９
％
、
原
子

力
＝
６
・
２
％
）
だ
っ
た
。

　

経
済
産
業
省
は
２
０
１
９
年

12
月
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
い

物
袋
（
レ
ジ
袋
）
の
有
料
化
を

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
す
べ
て
の
小
売
店

に
義
務
づ
け
る
省
令
（
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
関
係
）
改
正

を
行
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
円
滑

な
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
も
公
表
し
た
。
消
費
者
に
資

源
の
過
剰
使
用
を
抑
制
す
る
意

識
を
促
し
、
深
刻
化
す
る
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
な
ど

地
球
規
模
の
環
境
保
全
に
役
立

て
る
。
制
度
実
施
は
２
０
２
０

年
７
月
１
日
か
ら
だ
が
４
月
か

ら
始
め
る
店
舗
も
一
部
あ
る
。

　

有
料
化
の
対
象
と
な
る
の

は
、
買
っ
た
商
品
を
持
ち
運
ぶ

た
め
に
使
う
持
ち
手
の
つ
い

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
買
い
物

の
も
の
は
有
料
化
の
対
象
か
ら

外
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
環
境
性
能

の
あ
る
も
の
に
関
し
て
は
、
そ

れ
を
示
す
認
証
マ
ー
ク
な
ど
を

表
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
中
身
が
商
品
で
な
い
も

の
も
対
象
に
は
し
な
い
。
例
え

ば
、
景
品
、
試
供
品
、
商
品
券

や
切
手
（
サ
ー
ビ
ス
を
化
体
し

た
も
の
）
な
ど
を
入
れ
る
袋
や

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
袋
。
野
菜
や

生
も
の
な
ど
を
入
れ
る
内
袋
や

衣
類
な
ど
商
品
を
保
護
す
る
た

め
に
包
む
袋
な
ど
持
ち
手
が
つ

い
て
い
な
い
も
の
も
対
象
外
と

さ
れ
た
。

　

レ
ジ
袋
の
価
格
は
、
提
供
す

る
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
決
め

る
。
た
だ
し

１
枚
当
た
り

１
円
未
満
に

す
る
の
は
「
有
料
化
に
は
当
た

ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
有
料
化
を
先
行

す
る
事
業
者
の
１
枚
当
た
り
２

〜
５
円
と
い
う
価
格
設
定
を
紹

介
し
て
い
る
。

袋
。
た
だ
し
、
厚
さ
０
・
０
５

㍉
㍍
以
上
の
も
の
は
繰
り
返
し

使
え
る
の
で
対
象
外
に
な
る
。

ほ
か
に
も
海
洋
生
分
解
性
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
や
バ
イ
オ

マ
ス
素
材
の
配
合
率
25
％
以
上

７
月
１
日

レ
ジ
袋
有
料
化
ス
タ
ー
ト

省令改正 ガイドラインを策定

■

発
送
電
分
離
の
必
要
性

　

発
電
と
送
電
を
分
け
る
「
発
送
電
分

離
」
と
は
、
大
手
電
力
会
社
（
旧
一
般

電
気
事
業
者
）
の
持
つ
送
配
電
部
門
を

独
立
さ
せ
る
こ
と
を
指
す
。

　

今
ま
で
地
域
の
大
手
電
力
会
社
が
担

っ
て
い
た
「
発
電
」「
小
売
り
」「
送
配

電
」
の
３
事
業
の
う
ち
、
発
電
と
小
売

り
部
門
は
２
０
１
６
年
に
全
面
自
由
化

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
各
電
力
会
社
間

の
競
争
が
生
ま
れ
、
電
気
料
金
プ
ラ
ン

の
多
様
化
な
ど
が
実
現
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
送
電
設
備
は
大
手
電
力
会

社
が
所
有
し
て
お
り
、
電
力
自
由
化
に

よ
っ
て
小
売
り
市
場
に
参
入
し
た
新
電

力
も
そ
の
送
配
電
網
を
使
っ
て
顧
客
の

も
と
へ
電
力
を
供
給
し
て
い
る
。
送
配

電
網
の
使
用
に
は
施
設
利
用
料
が
発
生

す
る
が
、
同
じ
小
売
り
市
場
で
競
争
す

る
大
手
電
力
会
社
は
自
社
の
設
備
を
有

し
、
新
電
力
は
そ
の
大
手
へ
使
用
料
を

支
払
う
、
と
な
る
と
不
平
等
感
は
拭
え

な
い
。
こ
の
送
配
電
部
門
を
大
手
電
力

会
社
か
ら
分
社
化
し
独
立
さ
せ
れ
ば
、

中
立
性
は
保
持
さ
れ
、
す
べ
て
の
電
気

事
業
者
が
平
等
に
送
配
電
網
を
利
用
で

き
る
こ
と
に
な
る
。

■

発
電
、小
売
り
部
門
と
の
違
い

　

電
力
シ
ス
テ
ム
の
送
配
電
部
門
に
お

け
る
改
革
は
、
発
電
や
小
売
り
部
門
の

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
そ
の
分
野

に
参
入
す
る
形
式
で
は
な
く
大
手
電
力

会
社
内
の
部
門
を
分
社
化
す
る
こ
と
で

実
現
す
る
。
送
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
に
は
膨
大
な
コ
ス
ト
が
必
要

に
な
り
新
規
参
入
は
難
し
い
。
安
定
供

給
の
面
で
も
多
数
の
企
業
が
分
散
し
て

管
理
す
る
よ
り
大
手
電
力
会
社
の
各
エ

リ
ア
で
１
社
が
一
括
し
て
行
う
方
が
需

給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
も
し
や
す
い
。
そ

う
し
た
背
景
か
ら
分
社
化
に
よ
る
独
立

の
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
東
京
電
力
は
２
０
１
６
年
に

発
電
、
小
売
り
、
送
配
電
部
門
を
カ
ン

パ
ニ
ー
制
に
移
行
し
た
。
本
州
か
ら
独

立
し
て
い
る
沖
縄
電
力
は
地
形
、
気
候

な
ど
の
特
殊
性
か
ら
、
電
力
の
安
定
供

給
の
た
め
に
分
社
化
は
行
わ
な
い
。

　

第
２
弾
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
電
力

小
売
り
自
由
化
（
２
０
１
６
年
）
か
ら

４
年
、
こ
の
２
社
を
除
い
た
８
つ
の
大

手
電
力
会
社
が
発
送
電
分
離
を
行
い
第

３
弾
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
総
仕
上

げ
を
迎
え
る
。

　

現
在
、
国
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
つ
い
て
の
解
説
を
連
載

す
る
本
欄
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
電
力
自
由
化
」
と
「
広
域
的
運
用
の
推
進
」
の
２
項

に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
。
今
回
は
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
第
３
弾
と
し
て
２
０
２
０
年

４
月
１
日
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
「
発
送
電
分
離
」
を
見
て
い
く
。

《３》 発送電分離

電力電力電力システムシステムシステムシステムシステムシステム電力システム電力電力電力システム電力システム電力システム電力電力電力システム電力
改革改革改革システム改革システムシステムシステム改革システム改革システム改革システムシステムシステム改革システム

電
気
を
送
り
配
る
送
配
電
網
を

各
事
業
者
が
公
平
に
使
う
た
め

解　説

２
つ
あ
る
。「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
と
「
パ

リ
協
定
」
だ
。
前
者
は
国
連
サ

ミ
ッ
ト
、
後
者
は
国
連
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
第
21
回
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
で
採
択
さ

れ
た
。
パ
リ
協
定
に
は
長
期
目

標
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
２
０

３
０
年
を
当
面
の
期
限
と
し
て

い
る
。そ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
、

少
な
か
ら
ぬ
お
客
様
の
支
持
と

と
も
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
る

の
は
誤
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　

　
　
　
　

　

こ
こ
で
世
界
が
共
有
し
て
い

る
２
つ
の
目
標
に
つ
い
て
概
略

を
さ
ら
っ
て
お
こ
う
。

　

国
際
社
会
で
は
環
境
問
題
だ

け
で
は
な
く
、
貧
困
や
飢
餓
、

格
差
の
拡
大
、
都
市
へ
の
人
口

集
中
な
ど
社
会
的
、
経
済
的
な

課
題
も
深
刻
化
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
問
題
を
包
括
的
に
解
決

す
る
た
め
、
２
０
１
５
年
９
月

の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
の
が
「
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ

ン
ダ
」
だ
。
そ
し
て
、
そ

の
中
で
示
し
た
具
体
的
な

目
標
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で

あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持

続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂

性
の
あ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
２
０
３
０
年
を

期
限
と
す
る
17
の
国
際
目

標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
さ
ら
に
２
３
２
の
指

標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
の
「
パ
リ
協

定
」
は
、
各
国
で
自
然
災

害
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
地

球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る

べ
く
、
原
因
と
な
る
人
為

起
源
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
を
狙
い
、
２
０
１

５
年
12
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
採
択

さ
れ
た
。
55
カ
国
以
上
の
批
准

な
ど
の
要
件
を
満
た
し
発
効
し

た
の
は
２
０
１
６
年
11
月
。
全

参
加
国
が
自
主
的
な
目
標
を
設

定
し
取
り
組
む
こ
と
で
、
産
業

革
命
前
と
比
較
し
た
平
均
気
温

の
上
昇
を
２
℃
（
で
き
る
限
り

１
・
５
℃
）
に
抑
え
る
と
い
う

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
17
の
国
際
目

標
の
７
番
目
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
13
番
目
に
気
候
変

動
が
あ
る
。
そ
の
中
の
詳

細
を
示
す
そ
れ
ぞ
れ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
世
界
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改

善
率
を
倍
増
さ
せ
る
、
気

候
変
動
に
関
す
る
教
育
や

人
的
能
力
な
ど
を
改
善
す

る
、
と
い
っ
た
内
容
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

パ
リ
協
定
で
世
界
に
約

束
し
た
日
本
の
目
標
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
２
０
３
０
年
に
２
０
１

３
年
度
比
で
26
％
削
減
、

２
０
５
０
年
に
は
同
80
％

削
減
す
る
こ
と
だ
。
こ
の

目
標
は
、
政
府
が
設
定
し

た
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見

通
し
」
な
ど
を
踏
ま
え
決
め
ら

れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
年
率

１
・
７
％
の
経
済
成
長
を
実
現

し
た
う
え
で
、
35
％
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
改
善
（
１
９
７

　

当
社
設
立
か
ら
25
年
、
本
紙

創
刊
か
ら
15
年
。
あ
り
が
た
い

こ
と
に
そ
の
間
、
全
国
か
ら
５

万
件
以
上
の
お
客
様
の
支
持
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
節

目
の
と
き
に
あ
ら
た
め
て
思
う

の
は
、
１
つ
の
企
業
で
は
な
し

得
な
い
こ
と
で
も
、
そ
の
数
万

と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
れ

ば
、
地
球
規
模
の
難
局
で
も
、

克
服
す
る
た
め
の
突
破
口
を
開

い
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
期
待
で
あ
る
。

　

国
際
社
会
が
立
て
た
地
球
環

境
に
関
連
す
る
目
標
は
大
き
く

０
〜
１
９
９
０
年
の
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
後
に
日
本
が
達
成
し
た

実
績
と
同
等
の
改
善
値
）
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
　

　

世
界
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
倍
増
や
、
い
ま
だ
国
際
社
会

か
ら
称
賛
の
声
が
聞
こ
え
る
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
省
エ
ネ
と

同
等
以
上
の
取
り
組
み
な
ど
、

い
ず
れ
も
容
易
に
達
成
で
き
る

目
標
で
は
な
い
。

　

だ
が
困
難
と
わ
か
っ
て
い
て

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
一
端
で

「
電
気
を
つ
く
る
」「
電
気
を
ま

も
る
」「
電
気
を
賢
く
つ
か
う
」

を
柱
に
す
る
当
社
は
、
何
ら
か

の
貢
献
を
し
た
い
。
１
社
単
独

の
活
動
で
は
小
さ
な
成
果
し
か

出
せ
な
い
が
、
今
は
全
国
の
お

客
様
と
と
も
に
取
り
組
め
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。
そ
の
思

い
を
と
げ
る
た
め
に
も
、
こ
れ

ま
で
授
か
っ
た
多
く
の
あ
り
が

た
い
ご
支
持
に
報
い
る
行
い
を

進
め
て
い
く
考
え
だ
。

ＳＤＧｓとパリ協定
目標の達成は困難でも
お客様とともに挑みたい

「保安ネット」でできる手続き（２０２０年１月６日時点）

ら
人
の
健
康
や
環
境
を
保
護
す
る

こ
と
。
第
３
条
「
水
銀
の
供
給
源

及
び
貿
易
」
…
新
規
鉱
山
か
ら
の

採
掘
禁
止
、
既
存
鉱
山
で
の
採
掘

は
15
年
以
内
に
禁
止
、
貿
易
は
用

途
を
限
定
し
輸
入
国
の
事
前
同
意

を
得
る
。
第
４
〜
７
条
（
水
銀
の

利
用
）
…
水
銀
使
用
の
電
池
な
ど

一
定
の
製
品
に
つ
い
て
製
造
や
輸

出
入
の
禁
止
、
金
採
掘
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
造
な
ど
で
の
水
銀
の
使

用
禁
止
や
削
減
、
規
制
を
除
外
す

る
と
き
の
条
件
。
第
８
・
９
条（
排

出
・
放
出
）
…
石
炭
火
力
発
電
所

な
ど
か
ら
の
大
気
へ
の
排
出
と
土

壌
・
水
域
へ
の
放
出
に
つ
い
て
削

減
対
策
な
ど
を
実
施
。
第
10
〜
12

条
（
水
銀
廃
棄
物
な
ど
）
…
暫
定

的
な
保
管
や
水
銀
廃
棄
物
の
管
理

は
バ
ー
ゼ
ル
条
約
な
ど
の
規
定
に

従
い
適
正
に
実
施
、
汚
染
場
所
を

特
定
し
適
正
管
理
す
る
た
め
の
対

策
に
取
り
組
む
。
第
13
・
14
条（
国

際
協
力
）
…
資
金
支
援
の
た
め
の

制
度
を
設
置
、
途
上
国
へ
の
技
術

支
援
な
ど
を
実
施
。

　

そ
の
ほ
か
、
水
銀
の
影
響
を
受

け
る
人
に
対
す
る
健
康
管
理
、
各

国
の
情
報
交
換
、
啓
発
活
動
や
教

育
、
研
究
開
発
な
ど
の
内
容
も
規

定
し
て
い
る
。

残
留
性
、
人
や
環
境
へ
の
影
響
、

対
策
に
お
け
る
基
本
的
考
え
方
な

ど
を
示
し
、
水
俣
病
の
経
験
を
教

訓
と
す
る
旨
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

主
な
条
文
の
内
容
は
次
の
通

り
。
第
１
条
「
目
的
」
…
水
銀
・

水
銀
化
合
物
の
人
為
的
な
排
出
か

０
２
０
年
２
月
現
在
）。

　

条
約
は
、
水
銀
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
（
産
出
、
貿
易
、
利
用
、

廃
棄
な
ど
）
に
わ
た
る
規
制
と
途

上
国
の
支
援
な
ど
に
も
触
れ
、
前

文
、
35
の
条
文
、
５
つ
の
附
属
書

か
ら
な
る
。
前
文
で
は
、
水
銀
の

　

工
場
排
水
に
含
ま
れ
て
い
た
メ

チ
ル
水
銀
に
よ
り
甚
大
な
健
康
被

害
を
も
た
ら
し
た
水
俣
病
。
日
本

で
は
そ
の
後
、
対
策
が
強
化
さ
れ

水
銀
使
用
量
は
際
立
っ
て
減
少
し

て
い
る
。
だ
が
世
界
的
に
見
れ
ば

特
に
途
上
国
で
利
用
さ
れ
る
割
合

が
高
く
、
排
出
さ
れ
た
水
銀
は
分

解
さ
れ
ず
に
大
気
や
海
洋
な
ど
を

通
じ
て
世
界
中
に
循
環
す
る
。

　

そ
う
し
た
地
球
規
模
の
水
銀
汚

染
に
対
処
す
る
た
め
国
連
環
境
計

画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
は
２
０
０
１
年

か
ら
調
査
や
議
論
な
ど
活
動
を
開

始
し
、
多
く
の
国
際
交
渉
を
経
て

２
０
１
３
年
10
月
、
水
俣
市
の
あ

る
熊
本
県
で
開
催
し
た
外
交
会
議

に
お
い
て
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣

条
約
」
は
採
択
さ
れ
た
。
条
約
名

は
日
本
の
提
案
に
よ
る
。
略
称
は

「
水
俣
条
約
」。
発
効
は
２
０
１
７

年
８
月
。締
約
国
数
は
１
１
８（
２

　有害な化学物質を国際的に
規制する条約は、以前本欄で
解説したバーゼル条約などが
ある。そこでは複数の有害物
質を指定し、貿易や管理の方
法を定めている。今回取り上
げるのは、水銀という１つの
物質に関して規制した初めて
の条約。日本の過去の経験が
教訓として生かされている。

《
第
９
回
》水

銀
に
関
す
る
水
俣
条
約

「水銀に関する水俣条約」発効までの経緯

環境分野の

国際条約

ポイント解説シリーズ

※環境省および外務省公表資料をもとに作成。

１つの有害物質に限定して
その適正管理などを定めた初の条約

年 月 出来事

2001 2 国連環境計画（UNEP）の第21回管理理事会で「世
界水銀アセスメント」の実施を決定。

2002 12 UNEPが水銀の人への影響や汚染実態をまとめた
報告書「世界水銀アセスメント」を公表。主な内容は、
▽水銀はさまざまな形で環境に排出され、分解され
ず世界を循環。生物にも蓄積する。▽人への毒性
が強く、特に子どもの神経系に有害。食物連鎖によ
り野生生物へも影響。▽先進国は使用量が減って
いるが途上国では依然利用されている。▽人為的
排出が大気中の水銀濃度や堆積速度を高めている。
▽世界的な取り組みで人為的な排出の削減・根絶
が必要。── 以降数回にわたる管理理事会などで
水銀の国際的規制の方法を議論。

2009 2 第 25回 UNEP 管理理事会で法的拘束力のある
条約の制定と、そのための政府間交渉委員会（INC）
の設置を決定。

2010 6 政府間交渉委員会第1回会合（INC1）をスウェー
デンのストックホルムで開催。

2011 1 INC2を日本の千葉で開催。

2011 10 INC3をケニアのナイロビで開催。

2012 6 INC4をウルグアイのプンタ・デル・エステで開催。

2013 1 INC5をスイスのジュネーブで開催。条文案が合意
され、名称が「水銀に関する水俣条約」に決定。

2013 10 条約採択と署名のための外交会議を日本の熊本で
開催。

2017 8 締約国が50カ国に達してから90日を経過したこ
とにより、条約が発効。

経
産
省

 ◉ 電気事業法
・事業用電気工作物の保安規程の届出 
・事業用電気工作物の保安規程の変更の届出 
・事業用電気工作物の主任技術者の選任届出 
・事業用電気工作物の主任技術者の解任届出
・事業用電気工作物の主任技術者の兼任承認
・ 主任技術者免状の交付を受けていない者を主
任技術者とする許可
・保安管理業務外部委託承認 
・ 自家用電気工作物設置者の発電所の出力の変
更等の報告
・需要設備の廃止の届出
・発電所の廃止の届出
・ばい煙 (騒音・振動 )発生施設の廃止の届出

【対象地域】 四国、沖縄（他は順次開始）
 ◉ ガス事業法
・ガス小売事業者の毎年のガス事故
・一般ガス導管事業者の毎年のガス事故
・特定ガス導管事業者の毎年のガス事故
・ガス製造事業者の毎年のガス事故
・ ガス小売事業者 /一般ガス導管事業者 /特定
ガス導管事業者 /ガス製造事業者の導管改修
実施状況
・旧簡易ガス事業者の導管改修実施状況
・毎年の消費機器の調査結果

 ◉ 液化石油ガス法
・業務主任者等選任（解任）届書
 ◉ 鉱山保安法
・災害月報　（２０２０年２月１日から）
 ◉ 火薬類取締法
・火薬類製造保安責任者等の選解任の届出
 ◉ 製品安全関連法令
・製造又は輸入事業の開始届出
・事業届出事項変更届出
・製造又は輸入事業廃止届出 
・登録商標表示届出

（２０２０年２月１７日から。沖縄は４月以降）

http://econews.jp/newspaper/thinking/
https://recruit.n-techno.co.jp/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/careers/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/giftcaddy/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/giftcaddy/
https://www.n-techno.co.jp/csr/work_style_reform.html
https://www.instagram.com/nihontechno/
https://twitter.com/nihontechno
https://www.facebook.com/nihontechno/
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四
半
世
紀
の
あ
ゆ
み
を
携
え
、次
代
を
つ
く
る

第２弾◉日本テクノのあゆみ

　

電
気
を
ま
も
る

　

当
社
の
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
「
電
気

を
つ
く
る
」「
電
気
を
ま
も
る
」「
電
気

を
賢
く
つ
か
う
」
に
分
け
ら
れ
る
が
、

１
９
９
５
年
、
日
本
テ
ク
ノ
株
式
会

社
を
設
立
し
、
事
業
の
原
点
と
な
っ
た

の
が
、
１
９
９
６
年
に
開
発
・
販
売
開

始
し
た
高
圧
受
変
電
設
備
の
24
時
間
監

視
装
置
「
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
」（
写
真
❶
）

で
あ
る
。

　

本
装
置
は
月
に
１
度
の
保
安
点
検
だ

け
で
は
把
握
し
切
れ
な
い
、
停
電
や
漏

電
と
い
っ
た
突
発
事
故
の
予
兆
を
把
握

す
る
。
Ｅ
Ｓ
は
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
頭
文
字
。
電
気
の
安
全

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
装
置
と
し
て「
停
電
」

「
漏
電
」「
瞬
時
電
圧
低
下
」「
温
度
異
常
」

を
監
視
す
る
。

　

ま
た
、
お
客
様
の
設
備
を
24
時
間
監

視
す
る
た
め
の
監
視
セ
ン
タ
ー
を
設

立
、
さ
ら
に
日
本
電
気
保
安
サ
ー
ビ
ス

協
会
（
現
「
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
」）
と
提
携
し
、
同
協
会
所
属
の

技
術
者
に
保
安
点
検
業
務
を
紹
介
す
る

仕
組
み
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
お
客
様

の
電
気
を
「
ま
も
る
」
体
制
が
整
っ
た
。

　

電
気
を
賢
く
つ
か
う

　

２
０
０
２
年
に
は
高
圧
電
気
を
受
電

す
る
企
業
の
料
金
体
系
が
変
わ
り
、
１

年
で
最
も
電
気
を
使
用
し
た
30
分
の
使

用
量
を
も
と
に
基
本
料
金
を
決
め
る

「
デ
マ
ン
ド
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、デ
マ
ン
ド
値
を
常
に
監
視
し
、

上
昇
を
抑
え
れ
ば
電
気
料
金
が
改
善
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　

そ
こ
で
当
社
は
デ
マ
ン
ド
監
視
機
能

を
追
加
し
た
「
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
Ｄ
Ｎ

Ａ
」
を
開
発
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
デ
イ
リ
ー
・

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
頭
文
字

で
あ
り
、
省
エ
ネ
意
識
が
日
々
の
自
然

な
活
動
を
生
み
、
デ
マ
ン
ド
値
が
抑

制
で
き
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
ほ
か
、

Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
遺
伝
子
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）

を
引
き
継
ぐ
と
い
う
２
つ
の
意
味
が

あ
る
。

ビ
ル
の
電
気
を
公
平
に

　

当
社
が
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
向
け
の
自

動
検
針
シ
ス
テ
ム
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
│
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｔ
」
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
の
は
２

０
０
７
年
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
端
緒
は

そ
も
そ
も
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
電
気
料

金
決
定
の
経
緯
が
不
透
明
だ
っ
た
点

に
あ
る
。

　

一
般
的
な
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
電

気
料
金
計
算
は
、
電
力
会
社

の
一
括
請
求
に
対
し
ビ
ル

オ
ー
ナ
ー
が
費
用
を
立

て
替
え
た
後
、
部
屋
割

り
や
延
べ
面
積
按
分
な

ど
、
オ
ー
ナ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
や
り
方
で
料
金

を
算
出
し
、
請
求
す
る
と
い

う
方
法
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
ビ
ル
の
１
階
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
が
入
り
、
電
気
料
金
が
急

に
上
が
っ
た
場
合
な
ど
、
他
の
テ
ナ
ン

ト
が
費
用
を
分
担
す
る
の
は
不
公
平

で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
料
金
請

求
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
多
い
。

　
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
│
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｔ
」
は
各

テ
ナ
ン
ト
に
自
動
検
針
が
可
能
な
子

メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
使
用
電
力
量
と

請
求
金
額
を
明
確
に
す
る
。
さ
ら
に
当

社
が
料
金
請
求
業
務
を
代
行
す
る
た

め
、
オ
ー
ナ
ー
の
事
務
作
業
な
ど
が

減
る
。
ま
さ
に
テ
ナ
ン
ト
・
オ
ー
ナ
ー

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス

で
あ
り
、
本
サ
ー
ビ
ス
は
現
在
も
順
調

に
利
用
者
数
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
賢
く
つ
か
う

　
「
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
の
発
売

当
初
は
デ
マ
ン
ド
値
が
上
が
り
そ
う

に
な
る
と
、
事
業
場
に
設
置
さ
れ
た
パ

ト
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
、
電
力
の
使
用
を

抑
え
る
よ
う
呼
び
か
け
る
仕
組
み
で

あ
っ
た
。

　

２
０
０

８
年
「
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
」
シ

リ
ー
ズ
の
第
１

号
機
を
発
売
し

た
（
写
真
❷
）。

本
商
品
は
パ
ト

ラ
ン
プ
に
代
わ
り
ニ
コ
ち
ゃ
ん
の
表

情
と
色
、
音
声
な
ど
で
電
気
の
使
用
状

況
を
知
ら
せ
る
仕
組
み
を
採
用
。
当

社
独
自
の
わ
か
り
や
す
い
電
気
の
「
見

え
る
化
」
機
能
と
し
て
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ　

Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
」
は
デ
マ
ン
ド
目
標
設
定
値
な

ど
が
変
更
で
き
る
た
め
、
主
に
事
務

所
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
も
っ
と
多
く
の
従
業
員
が
目

に
し
、
省
エ
ネ
へ
の
意
識
向
上
を
図
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
２
０
１
１
年
に
開

発
・
販
売
を
開
始
し
た
の
が
誰
も
が

目
に
す
る
時
計
に
30
分
ご
と
の
電
気

の
使
用
量
を
「
見
え
る
化
」
し
た
「
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ　

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」（
写
真
❸
）

で
あ
る
。
こ
の
時
計
の
開
発
に
よ
り
、

事
業
場
で
働
く
多
く
の
人
が
電
気
の

使
い
方
を
意
識
で
き
る

環
境
が
整
っ
た
。

　

な
お
、「
Ｅ

Ｓ
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｎ
Ａ
」
は

そ
の
後
「
Ｅ

Ｓ　

Ｓ
Ｙ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
」
へ

と
改
称
し
、
現

在
、
電
力
に
関
す
る
総

合
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
際
の
主
装
置
「
Ｅ

Ｓ　

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
」
と
位
置
づ
け
て

い
る
。

　

電
気
を
つ
く
る

　

規
制
緩
和
の
波
は
電
力
業
界
に
も

押
し
寄
せ
た
。
２
０
０
０
年
以
降
、
電

力
小
売
り
自
由
化
が
段
階
的
に
進
む

こ
と
が
決
ま
り
、
当
社
は
２
０
０
７
年

に
電
力
小
売
り
事
業
へ
の
参
入
を
視

野
に
入
れ
、
経
済
産
業
省
へ
の
特
定
規

模
電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
／
新
電
力
）

の
届
出
と
日
本
卸
電
力
取
引
所
（
Ｊ
Ｅ

Ｐ
Ｘ
）
へ
の
会
員
登
録
を
行
っ
た
。

　

電
力
小
売
り
事
業
を
開
始
し
た
の

は
２
０
０
９
年
で
あ
る
。
当
社
の
お
客

様
を
対
象
に
、
ま
ず
は
東
京
電
力
管
内

か
ら
供
給
を
開
始
し
た
。

　

電
気
の
安
定
供
給
へ
向
け
、
基
盤
強

化
を
図
る
た
め
２
０
１
０
年
に
は
発
電

事
業
を
行
う
株
式
会
社
フ
ェ
ス
コ
パ

ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
滋
賀
を
取
得
。
そ

の
後
も
電
力
供
給
先
が
順
調
に
増
え
た

た
め
、
当
社
は
自
社
電
源
の
充
実
に
着

手
す
る
こ
と
と
な
る
。
11
万
㌔
㍗
級
の

天
然
ガ
ス
火
力
発
電
所
「
日
本
テ
ク
ノ

袖
ケ
浦
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
は
２
０
１

２
年
に
竣
工
し
、
営
業
運
転
を
開
始
し

た
（
写
真
❹
）。

　

２
０
１
３
年
に
は
、
１
０
０
％
出
資

子
会
社
日
本
テ
ク
ノ
パ
ワ
ー
株
式
会

社
に
よ
る「
い
ば
ら
き
太
陽
光
発
電
所
」

を
建
設
。
そ
の
後
２
０
１
５
年
に
は
、

袖
ケ
浦
に
続
く
天
然
ガ
ス
火
力
発
電
所

と
し
て
「
日
本
テ
ク
ノ
上
越
グ
リ
ー
ン

パ
ワ
ー
」
の
営
業
運
転
を
開
始
し
て
い

る
（
写
真
❺
）。

　

な
お
、
２
０
１
８
年
に
は
沖
縄
電
力

管
内
で
電
力
供
給
を
開
始
。
こ
れ
に
よ

り
、
旧
一
般
電
気
事
業
者
管
轄
の
全
国

10
エ
リ
ア
す
べ
て
で
電
力
を
供
給
で
き

る
体
制
が
整
っ
た
。

　

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

順
調
に
業
容
を
拡
大
す
る
中
、
当
社

の
お
客
様
で
あ
る
こ
と
に
さ
ら
な
る
付

加
価
値
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
お

客
様
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
ら
れ
る

新
サ
ー
ビ
ス
を
模
索
し
て
い
た
。

　

２
０
１
６
年
、
新
サ
ー
ビ
ス
第
１
弾

と
し
て
お
客
様
の
商
品
を
紹
介
す
る
サ

イ
ト
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
（
写
真
❻
）。

翌
２
０
１
７
年
に
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ　

Ｃ
ｏ

ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
展
さ

せ
、
お
客
様
の
商
品
を
、
当
社
が
発
行

す
る
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
、

「
ギ
フ
ト
」
と
し
て
交
換
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ　

ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
」

を
開
始
（
写
真
❼
）。
本
サ
イ
ト
に
は

２
０
２
０
年
２
月
時
点
で
３
８
９
社
か

ら
出
品
さ
れ
て
い
る
７
１
９
品
の
ギ
フ

ト
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
よ
り
新
た
な
Ｇ

Ｉ
Ｆ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
、
お
客
様
同
士
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ　

ｍ
ａ
ｐ
」

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
（
写
真
❽
）。
後
継

者
問
題
で
悩
む
経
営
者
に
対
す
る
Ｍ
＆

Ａ
仲
介
を
は
じ
め
、
新
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
を
視
野
に
入
れ
た
資
本
提

携
、
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
お
客
様
と
と
も
に
考

え
て
い
る
。

本
紙
は
創
刊
15
周
年

　

２
０
０
５
年
７
月
に
創
刊
号
を
発
行

し
て
以
来
、
本
60
号
を
も
っ
て
環
境
市

場
新
聞
は
創
刊
15
周
年
を
迎
え
た
。
こ

れ
も
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
賜
物
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

２
０
０
５
年
と
い
え
ば
温
室
効
果
ガ

ス
を
世
界
レ
ベ
ル
で
削
減
し
て
い
こ
う

と
国
家
間
で
取
り
決
め
た
「
京
都
議
定

書
」
が
発
効
し
た
年
だ
が
、
残
念
な
が

ら
そ
の
後
、
地
球
温
暖
化
へ
の
懸
念
は

よ
り
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
そ
れ
と

と
も
に
大
震
災
や
台
風
な
ど
の
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
も
ま
た
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
15
年
間
だ
っ
た
。

　

人
為
的
な
環
境
変
化
に
対
抗
し
、
食

い
止
め
に
向
け
た
一
石
と
な
る
べ
く
、

本
紙
は
今
後
も
読
者
に
環
境
に
関
す
る

有
益
な
情
報
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
は
２
０
２
０
年
４
月
４
日
、
設
立
25
年
を
迎
え
る
。
高
圧
受
変
電
設
備
24
時
間
監
視
装
置
「
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
・
販
売
開
始
以
来
、
当
社
は
「
お
客
様
に
ど
ん
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
れ
ば
喜
ん
で
使
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
」
を
愚
直
に
探
り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
形
に
す
る
こ
と
で
、
お
客
様
に
支
持
・
評
価
さ
れ
、
成
長
を
続
け
て
き
た
。

　

こ
こ
で
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
幅
広
く
事
業
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
四
半
世
紀
を
振
り
返
る
。
そ
の
あ
ゆ
み
を
携
え
次
代
を
つ
く
る
た
め
の
糧
と
し
た
い
。

年

日
本
テ
ク
ノ
・
電
力
業
界
の
主
な
出
来
事

社
会
の
主
な
出
来
事

１
９
９
５
日
本
テ
ク
ノ
株
式
会
社
設
立

●
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
●
阪
神
・
淡
路
大
震
災

●
野
茂
英
雄
が
ド
ジ
ャ
ー
ス
入
団

１
９
９
６
高
圧
受
変
電
設
備
24
時
間
監
視
装
置
「
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
・

販
売
開
始

●
た
ま
ご
っ
ち
発
売
●
羽
生
善
治
が
史
上
初
の
将

棋
七
冠
達
成
●
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
（
日
本
人
選
手

は
金
メ
ダ
ル
計
３
個
）

１
９
９
７
テ
ク
ノ
電
気
設
備
保
証
サ
ー
ビ
ス
開
始

●
香
港
、中
国
に
返
還
●
秋
田
新
幹
線
盛
岡
〜
秋
田

間
開
業
●
ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
の
人
質
全
員
解
放

１
９
９
８
神
奈
川
県
相
模
原
市
に
自
社
ビ
ル
購
入

●
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
に
日
本
が
初
出
場
●
貴
乃
花
と
若

乃
花
、
史
上
初
の
兄
弟
横
綱
誕
生
●
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏｗｓ

98
発
売
開
始

２
０
０
０
特
別
高
圧
（
２
０
０
０
㌔
㍗
以
上
）
需
要
家
へ
の
電
力
小
売
り
自

由
化

●
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制
度
開
始
●
小
渕
総
理
が
在

任
中
に
逝
去
●
シ
ド
ニ
ー
五
輪
（
日
本
人
選
手
は

金
メ
ダ
ル
計
５
個
）

２
０
０
２
高
圧
需
要
家
が
デ
マ
ン
ド
制
に
移
行

高
圧
受
変
電
設
備
24
時
間
監
視
装
置
付
き
デ
マ
ン
ド
監
視
装
置

「
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
開
発
・
販
売
開
始

●
小
泉
首
相
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
を
訪

問
●
東
京
株
式
市
場
が
バ
ブ
ル
後
最
安
値
を
記
録

●
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
・
日
韓
共
同
で
開
催

２
０
０
４
「
電
気
保
安
外
部
委
託
承
認
制
度
」
開
始

電
気
保
安
法
人
と
し
て
電
気
保
安
管
理
業
務
に
民
間
参
入

●
新
潟
県
中
越
地
震
●
新
紙
幣
発
行
（
１
万
円

札
：
福
澤
諭
吉
、５
千
円
札
：
樋
口
一
葉
、千
円
札
：

野
口
英
世
）
●
ア
テ
ネ
五
輪
（
日
本
人
選
手
は
金

メ
ダ
ル
計
16
個
）

２
０
０
５

保
安
管
理
技
術
者
６
６
６
名
か
ら
の
訴
訟
に
最
高
裁
で
全
面
勝
訴

高
圧
需
要
家
へ
の
電
力
小
売
り
自
由
化

「
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
」
所
属
の
電
気
主
任
技
術
者
と

業
務
提
携

広
報
紙
「
環
境
市
場
新
聞
」
創
刊

●
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
●
愛
・
地
球
博
開
催

●
耐
震
偽
装
事
件

２
０
０
６
自
社
ビ
ル
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
導

入
し
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
」
と
改
称

エ
コ
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
開
始

●
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
で
代
表
取
締
役
ら
逮
捕
●
日

本
郵
政
株
式
会
社
発
足
●
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

の
ワ
ン
セ
グ
放
送
開
始

２
０
０
７

本
社
を
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
移
転

電
力
自
動
検
針
シ
ス
テ
ム
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
│

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｔ
」
開
発
・
販

売
開
始

特
定
規
模
電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
／
新
電
力
）の
事
業
開
始
届
出

日
本
卸
電
力
取
引
所
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
）
へ
会
員
登
録

●
各
地
で
食
品
偽
装
が
発
覚
●
「
年
金
記
録
漏
れ
」

５
０
０
０
万
件
判
明
●
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
開
業

２
０
０
８
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」
開
発
・
販
売
開
始

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
で
電
力
卸
売
取
引
を
開
始

●
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
●
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

●
北
京
五
輪
（
日
本
人
選
手
は
金
メ
ダ
ル
計
９
個
）

２
０
０
９

電
力
小
売
り
事
業
開
始
（
東
京
電
力
管
内
）

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
６
㌧ 
の
Ｃ
Ｏ
２
を
認
証

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
「
経
済
ワ
イ
ド
ビ
ジ
ョ
ン
ｅ
」
出
演

「
平
成
21
年
度
環
境
省
リ
ア
ル
タ
イ
ム
『
見
え
る
化
』
モ
デ
ル
事

業
」
に
採
択

●
民
主
党
政
権
誕
生
●
裁
判
員
制
度
開
始
●
太
陽

光
発
電
余
剰
電
力
買
取
制
度
開
始

２
０
１
０
「
省
エ
ネ
の
達
人
『
企
業
編
』」
放
送
開
始

電
力
小
売
り
エ
リ
ア
を
拡
大
（
東
北
・
九
州
）

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス
コ
（
現
エ
フ
オ
ン
、
以
下
同
）
の
子

会
社
・
株
式
会
社
フ
ェ
ス
コ
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
滋
賀
を
取
得

●
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還
●
口
蹄
疫

で
牛
豚
29
万
頭
処
分
●
東
京
国
際
空
港
新
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
供
用
開
始

２
０
１
１

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス
コ
の
第
三
者
割
当
増
資
を
引
き
受
け

同
社
筆
頭
株
主
と
な
る

東
日
本
大
震
災
義
援
金
活
動
お
よ
び
復
興
支
援
を
開
始

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
を
開
発
・
販
売
開
始
（
特
許
取
得
）

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス
コ
の
子
会
社
・
株
式
会
社
白
河
ウ
ッ

ド
パ
ワ
ー
を
取
得

新
本
社
移
転
、全
事
業
本
部
機
能
を
集
約（
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
51
階
）

日
経
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」
出
演

●
東
日
本
大
震
災
●
福
島
第
一
原
発
で
電
源
喪
失
事

故
●
計
画
停
電
実
施
●
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

●
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
が
サ
ッ
カ
ー
女
子
Ｗ
杯
優
勝

２
０
１
２

経
済
産
業
省
の
「
平
成
23
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入

促
進
事
業
費
補
助
金
」で
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
に
採
択
さ
れ
る

「
上
手
な
電
気
の
使
い
方
」
機
能
特
許
取
得

11
万
㌔
㍗
級
天
然
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
所
「
日
本
テ
ク
ノ
袖
ケ
浦

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
営
業
運
転
開
始

河
村
隆
一
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
就
任

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
）

施
行
●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
●
ロ
ン
ド
ン
五
輪

（
日
本
人
選
手
は
金
メ
ダ
ル
計
７
個
）●
自
公
政
権

誕
生

２
０
１
３

１
０
０
％
出
資
子
会
社
日
本
テ
ク
ノ
パ
ワ
ー
株
式
会
社
に
よ
る

「
い
ば
ら
き
太
陽
光
発
電
所
（
２
㍋ 
㍗
）」
完
成

日
本
経
済
団
体
連
合
会
入
会

１
０
０
％
出
資
子
会
社
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
株
式
会
社
を
設
立

河
村
隆
一
さ
ん
作
詞
作
曲
に
よ
る
日
本
テ
ク
ノ
社
歌
『
届
け
よ
う

君
と
』
完
成

●
２
０
２
０
年
夏
季
五
輪
開
催
地
が
東
京
に
決
定

●
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
始
動
●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
●
伊
豆
大
島
土
砂
災
害

２
０
１
４
電
力
小
売
り
全
面
自
由
化
を
柱
と
し
た
改
正
電
気
事
業
法
が
成
立

北
陸
・
四
国
を
加
え
た
全
国
９
エ
リ
ア
で
の
電
力
供
給
体
制
確
立

●
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
騒
動
●
平
成
26
年
８
月
豪
雨

●
御
嶽
山
噴
火

２
０
１
５

河
村
隆
一
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
設
立
20
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ

を
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催

『
イ
チ
か
ら
学
ぼ
う
デ
ン
キ
の
キ
ホ
ン
』（
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
）出
版

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
会
員
が
１
０
０
０
名
を
突
破

２
カ
所
目
の
天
然
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
所
「
日
本
テ
ク
ノ
上
越
グ

リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
営
業
運
転
開
始

新
Ｃ
Ｍ
「
省
エ
ネ
へ
、
二
人
三
脚
」
放
映
開
始

●
北
陸
新
幹
線
長
野
〜
金
沢
間
開
業
●
横
綱
白
鵬

が
大
鵬
を
超
え
る
33
回
目
の
優
勝
を
決
め
る
●
大

阪
都
構
想
が
住
民
投
票
で
否
決
●
関
東
・
東
北
豪

雨

２
０
１
６
電
力
小
売
り
全
面
自
由
化

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

経
産
省
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
職
員
が
日
本
テ
ク
ノ
顧
客
の
省
エ
ネ
を
視
察

●
熊
本
地
震
●
豊
洲
市
場
移
転
問
題
●
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
運
用
開
始
●
リ
オ
五
輪
（
日
本
人
選
手

は
金
メ
ダ
ル
計
12
個
）

２
０
１
７

ロ
ゴ
マ
ー
ク
一
部
変
更

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
開
始

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
採
用
開
始

当
社
社
員
の
作
業
制
服
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

日
本
商
工
会
議
所
の
「
商
工
会
議
所
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

に
当
社
が
作
成
協
力

●
九
州
北
部
豪
雨
●
企
業
の
検
査
デ
ー
タ
改
ざ
ん

発
覚
が
相
次
ぐ
●
ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足

２
０
１
８

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
に
「
セ
イ
サ
ン
セ
イ
モ
ー
ド
」
搭
載

沖
縄
で
電
力
供
給
開
始
、
全
国
10
エ
リ
ア
す
べ
て
で
供
給
体
制
を

構
築

営
業
担
当
社
員
の
直
行
・
直
帰
ス
タ
イ
ル
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
Ｅ
Ｄ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｙ
１・
２
」
開
始

さ
い
た
ま
営
業
所・さ
い
た
ま
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
自
社
ビ
ル
竣
工

福
岡
営
業
所
・
福
岡
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
自
社
ビ
ル
竣
工

電
力
価
格
表
示
サ
イ
ト
「
環
境
市
場
」
開
設

●
北
陸
豪
雪
●
西
日
本
豪
雨
●
大
阪
府
北
部
地
震

●
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

２
０
１
９

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
お
客
様
マ
イ

ペ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
開
始

東
京
都
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
働
き
方
改
革
宣
言
企
業
」
承
認

「
働
き
方
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
策
定

「
東
京
都
時
差
Ｂ
ｉ
ｚ
」
に
参
加

健
康
経
営
宣
言

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
」
サ
ー
ビ
ス
開
始

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
認
定
マ
ー
ク
「
え
る
ぼ
し
」
取
得

当
社
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み
が
経
団
連
の
特
設
サ
イ
ト

で
紹
介
さ
れ
る

●「
は
や
ぶ
さ
２
」が
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に
着
地
成

功
●
明
仁
天
皇
退
位
平
成
か
ら
令
和
に
改
元
●
大

阪
で
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
開
催
●
徴
用
工
問
題
で
日
韓
関

係
悪
化
●
房
総
半
島
台
風
●
東
日
本
台
風
●
ラ
グ

ビ
ー
Ｗ
杯
が
日
本
で
開
催

２
０
２
０
日
本
テ
ク
ノ
設
立
25
周
年

●
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
離
脱

❷

❹
❻

❺

❼

❽

　

こ
こ
で
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
幅
広
く
事
業
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
四
半
世
紀
を
振
り
返
る
。
そ
の
あ
ゆ
み
を
携
え
次
代
を
つ
く
る
た
め
の
糧
と
し
た
い
。

❶

Ｒ
Ｉ
Ａ
」
シ

リ
ー
ズ
の
第
１

号
機
を
発
売
し）。

本
商
品
は
パ
ト

❷

❸

http://www.n-techno.co.jp
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今
回
は
電
気
が
生
ま
れ
て

か
ら
手
元
に
届
く
ま
で
の
経

路
を
紹
介
し
よ
う
。

　

電
気
は
発
電
所
で
つ
く
ら

れ
る
。
発
電
所
で
つ
く
ら
れ

た
電
気
は
、
途
中
で
送
電
ロ

ス
を
生
じ
に
く
く
す
る
た
め

に
、
電
圧
を
高
め
て
送
ら
れ

る
。
50
万
㌾
（
超
超
高
圧
）

や
22
万
〜
27
万
㌾（
超
高
圧
）

と
な
っ
た
電
気
は
鉄
塔
上
の

特
別
高
圧
線
を
通
り
、
各
地

へ
送
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
電
気
は
、
い
く
つ

か
の
変
電
所
を
経
由
し
な
が

ら
少
し
ず
つ
電
圧
を
下
げ
て

い
く
。
電
圧
が
２
万
２
０
０

０
㌾
（
特
別
高
圧
）
や
６
６

０
０
㌾
（
高
圧
）
に
な
る
と
、

街
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
電

柱
上
の
電
線
や
地
中
に
埋
設

さ
れ
た
電
線
を
通
り
、
ビ
ル

や
工
場
な
ど
に
届
く
。
こ
の

と
き
、
高
圧
お
よ
び
特
別
高

圧
で
受
電
す
る
の
に
必
要
な

の
が
高
圧
受
変
電
設
備
（
キ

６
０
０
㌾
を
一
般
的
な
１
０

０
㌾
、
２
０
０
㌾
の
電
圧
に

変
圧
し
て
か
ら
送
ら
れ
る
。

電
圧
を
気
に
せ
ず
に
各
家
庭

で
す
ぐ
１
０
０
㌾
、
２
０
０

㌾
の
家
電
品
が
使
え
る
の
は

そ
の
た
め
だ
。

　

今
日
の
電
気
は
身
近
な
イ

ン
フ
ラ
で
、
も
は
や
あ
っ
て

当
た
り
前
の
存
在
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
発
電
施
設

や
変
電
施
設
、
送
電
設
備
は

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
、

鉄
塔
や
電
柱
も
、
自
然
災
害

な
ど
で
損
傷
す
れ
ば
大
規
模

な
停
電
を
引
き
起
こ
す
。
２

０
１
９
年
の
台
風
15
号
通
過

の
際
は
千
葉
県
で
２
基
の
鉄

塔
と
約
２
０
０
０
本
の
電
柱

が
損
壊
し
た
。
そ
れ
に
よ
り

起
き
た
大
停
電
は
記
憶
に
新

し
い
。
そ
う
し
た
事
態
が
発

生
す
る
た
び
、
電
力
会
社
は

復
旧
に
全
力
を
尽
く
す
。

　

目
の
前
に
あ
る
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
る
だ
け
で
使
う
こ
と

の
で
き
る
電
気
は
、
数
え
き

れ
ぬ
ほ
ど
の
設
備
を
経
由
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
保
守
し
整

備
す
る
大
勢
の
人
た
ち
に
支

え
ら
れ
、
よ
う
や
く
私
た
ち

の
手
元
に
届
く
。

ュ
ー
ビ
ク
ル
）
だ
。

　

一
方
、
一
般
家
庭
用
の
電

気
は
電
柱
の
上
に
あ
る
バ
ケ

ツ
の
よ
う
な
形
の
変
圧
器

（
柱

ち
ゅ
う

上じ
ょ
う

変
圧
器
）
な
ど
で
６

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）に
つ
い
て
の
解
説
を
進
め
て
い
る
テ
ッ

く
ん
の
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
。
第
４
回
は
、
電
力
系
統
（
系
統
）が
利
用
さ
れ
る

と
き
の
ル
ー
ル
に
触
れ
な
が
ら
再
エ
ネ
拡
大
の
難
し
さ
を
見
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

多くの再エネを接続するには？

再エネを優先して系統接続すれば？

テッくんの《再エネ》Q&A
〈４〉 電力系統への接続

　

で
は
、
も
っ
と
多
く
の
再
エ

ネ
を
系
統
に
接
続
で
き
る
よ
う

に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

ん
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
は
北
海
道
、
東
北
、

東
京
と
い
っ
た
エ
リ
ア
ご
と
に

電
力
系
統
が
管
理
さ
れ
、
沖
縄

を
除
く
エ
リ
ア
間
で
電
気
の
や

り
取
り
（
融
通
）
が
可
能
に
な

っ
て
い
る
。
実
際
に
エ
リ
ア
外

に
電
気
を
送
る
「
域
外
送
電
」

も
実
施
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
そ

れ
を
上
手
く
利
用
す
れ
ば
、
受

け
入
れ
容
量
も
増
や
せ
る
だ
ろ

う
。
た
だ
、
現
状
で
は
融
通
で

き
る
電
力
量
が
限
ら
れ
て
い
る

ん
だ
。
そ
れ
で
も
天
気
の
よ
い

エ
リ
ア
の
太
陽
光
発
電
を
天
気

の
悪
い
エ
リ
ア
に
送
る
な
ど
互

い
に
融
通
し
な
が
ら
、
よ
り
多

く
の
再
エ
ネ
を
接
続
で
き
る
よ

う
連
系
設
備
の
増
強
計
画
は
進

め
ら
れ
て
い
る
よ
。

　

ま
ず
「
系
統
」
と
い
う
言
葉

を
説
明
す
る
ね
。
そ
れ
は
電
気

を
つ
く
る
発
電
、
電
圧
を
調
整

す
る
変
電
、
送
り
届
け
る
送
配

電
、
使
う
側
の
設
備
な
ど
全
部

を
ま
と
め
た
電
力
網
の
シ
ス
テ

ム
全
体
を
い
う
ん
だ
。
再
エ
ネ

拡
大
を
進
め
た
い
な
ら
、
そ
の

川
上
に
な
る
発
電
の
部
分
を
優

先
的
に
太
陽
光
な
ど
に
つ
な
げ

ば
い
い
よ
う
に
思
え
る
よ
ね
。

　

で
も
日
本
で
は
電
源
の
種
類

に
か
か
わ
ら
ず
「
先
着
優
先
」

で
系
統
に
接
続
さ
れ
る
。
受
け

入
れ
可
能
な
容
量
は
電
気
事
故

な
ど
に
よ
る
停
電
を
防
ぐ
た
め

基
本
的
に
は
全
体
の
50
％
程
度

に
抑
え
て
い
る
。
使
用
申
し
込

み
順
に
容
量
は
確
保
さ
れ
る

が
、
接
続
中
の
電
源
、
ま
だ
建

設
中
で
も
先
に
申
請
し
た
電
源

な
ど
が
あ
り
、
最
近
で
き
た
太

陽
光
発
電
は
残
り
わ
ず
か
な
空

き
に
接
続
を
要
請
し
て
い
る
。

こ
れ
は
安
定
供
給
を
維
持
す
る

た
め
で
き
た
ル
ー
ル
な
ん
だ
。

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ

ブランクの不安もフォローの後押しで払拭

日
々
の
仕
事
に
夢
中
な「
電
気
の
番
人
」

く
れ
ま
し
た
。
実
際
に
フ
ォ
ロ
ー

体
制
と
ツ
ー
ル
類
が
充
実
し
て
い

る
の
を
こ
の
目
で
確
か
め
、
自
分

の
資
格
が
世
間
の
お
役
に
立
つ
な

ら
、
と
入
会
し
ま
し
た
」。

　

前
職
で
は
点
検
の
最
終
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
管
理
業
務
が
中
心
だ
っ

た
。
だ
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
業

を
自
ら
行
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の

目
的
や
必
要
性
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
が
ぜ
ん
仕
事
へ
の

興
味
が
湧
い
た
と
い
う
。

　
「
入
会
後
一
通
り
の
業
務
を
経

験
し
、
理
解
が
深
ま
る
こ
と
で
、

日
々
の
点
検
が
面
白
く
な
り
ま
し

た
。
保
安
部
の
社
員
や
他
の
技
術

者
さ
ん
と
作
業
を
す
る
と
新
た
な

気
づ
き
が
得
ら
れ
ま
す
し
、
目
的

に
沿
っ
て
正
し
く
、
効
率
的
な
や

り
方
を
探
す
過
程
で
新
し
く
知
る

こ
と
も
多
く
、
今
は
夢
中
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
」。
意
識
し
て
い

る
の
は
事
業
場
の「
電
気
の
番
人
」

で
あ
る
こ
と
。「
ど
こ
で
何
が
起

き
て
お
り
、
ど
ん
な
事
態
が
想
定

さ
れ
る
の
か
、
具
体
的
に
お
話
し

し
ま
す
。
保
安
点
検
を
任
さ
れ
て

い
る
以
上
、
そ
の
ま
ま
放
置
は
で

き
ま
せ
ん
」。

　

そ
の
姿
勢
を
高
く
評
価
す
る

の
が
静
岡
県
焼
津
市
の
水
産
加

工
業
・
有
限
会
社
中
谷
商
店
だ
。

社
長
室
長
の
石
川
明
光
さ
ん
は

「
真
空
モ
ー
タ
ー
の
パ
ッ
キ
ン
の

緩
み
で
漏
電
が
発
生
し
て
い
た

際
、〝
こ
の
ま
ま
で
は
最
悪
の
場

合
、
感
電
事
故
で
従
業
員
が
大
怪

我
を
す
る
危
険
が
あ
る
。
今
す
ぐ

原
因
を
突
き
止
め
て
直
し
ま
し
ょ

う
〞
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
。

そ
の
真
摯
な
姿
勢
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
今
後
は
日
本
テ
ク
ノ
の

営
業
担
当
と
〝
賢
い
電
気
の
使
い

方
〞
を
実
現
し
な
が
ら
、
川
田
さ

ん
に
電
気
の
安
全
を
守
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

お
客
様
の
期
待
を
胸
に
川
田
さ

ん
は「
電
気
の
番
人
」と
し
て
日
々

技
術
を
磨
き
続
け
て
い
る
。

　

今
回
た
ず
ね
た
の
は
日
本
テ
ク

ノ
協
力
会
・
日
電
協
（
以
下
、
協

力
会
）
静
岡
01
グ
ル
ー
プ
の
川
田

義
弘
さ
ん
。
総
合
部
品
メ
ー
カ
ー

で
電
気
関
連
の
業
務
に
携
わ
る
中

で
電
験
１
種
を
取
得
し
て
い
た
。

し
か
し
会
社
員
時
代
の
後
半
は
海

外
で
の
生
産
設
備
な
ど
の
買
い
つ

性
化
な
ど
の
分
野
に
関
連
す
る

と
い
う
特
徴
だ
。
地
産
地
消
は

そ
の
有
効
な
手
立
て
に
な
る

が
、
第
１
回
で
紹
介
し
た
住
民

参
加
型
で
広
が
る
小
水
力
発
電

も
、
第
５
回
掲
載
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
を
家

庭
で
も
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る

小
型
風
力
発
電
も
、
消
費
す
る

そ
の
場
所
で
必
要
な
も
の
を
生

産
す
る
研
究
だ
っ
た
。

　

第
２
回
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
で

は
ま
さ
に
「
地
域
創
生
」
を
重

視
し
、
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
地

域
か
ら
、
自
然
や
文
化
、
人
材

な
ど
を
発
掘
し
利
用
す
る
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
第

７
回
は
環
境
問
題
が
起
き
て
い

る
地
域
や
現
場
に
寄
り
添
い
解

決
し
て
い
く
臨
床
環
境
学
、
第

３
回
は
山
村
再
生
、
そ
れ
ぞ
れ

意
欲
的
な
教
授
の
も
と
学
生
ら

が
実
践
の
活
動
を
続
け
て
い

た
。
第
４
回
の
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
は
健
康
な
う
ち
に
入
居
す
る

高
齢
者
施
設
。
新
し
い
仕
組
み

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
地
方
に
創

設
し
、
都
市
部
で
不
足
が
予
想

　

化
石
燃
料
の
使
用
で
排
出
さ

れ
る
ガ
ス
が
地
球
温
暖
化
を
進

行
さ
せ
る
と
問
題
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
燃
料
資

源
の
埋
蔵
量
は
有
限
で
、
い
つ

ま
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続

可
能
）
に
利
用
は
で
き
な
い
。

で
は
現
代
社
会
を
支
え
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
何
に
頼
れ
ば
い
い
の

か
。
社
会
の
持
続
的
発
展
を
脅

か
す
要
素
は
ほ
か
に
も
、
急
激

な
都
市
化
、
少
子
高
齢
化
、
減

退
す
る
第
一
次
産
業
、
気
象
災

害
な
ど
数
知
れ
な
い
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
社
会
構
築
の
阻
害
要
因

を
打
破
し
て
く
れ
る
知
恵
を
求

め
、
こ
れ
ま
で
大
学
な
ど
学
術

研
究
の
場
か
ら
10
回
に
わ
た
る

レ
ポ
ー
ト
を
届
け
て
き
た
。

　

研
究
テ
ー
マ
に
多
く
見
ら
れ

た
の
は
地
方
創
生
や
地
域
の
活

さ
れ
る
介
護
施
設
の
解
消
も
狙

う
。
こ
れ
ら
の
研
究
が
示
唆
し

て
い
る
の
は
、
一
極
集
中
の
都

市
よ
り
も
、
自
立
し
た
地
域
が

有
機
的
に
つ
な
が
り
合
う
形
の

ほ
う
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会

に
と
っ
て
高
い
親
和
性
を
示
す

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
の
他
、
大
手
メ
ー
カ
ー
が

参
入
し
に
く
い
路
線
バ
ス
の
電

動
化
や
局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
予
測
精
度
向
上
と
い
っ
た
技

術
開
発
に
関
す
る
研
究
も
取
り

上
げ
た
。
水
産
資
源
の
永
続
的

な
確
保
を
目
指
す
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
漁
業
、
ご
み
問
題
が
学
べ

る
絵
本
を
制
作
し
イ
ン
ド
の
小

学
校
に
寄
贈
し
た
デ
ザ
イ
ン
で

の
環
境
貢
献
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

学
術
研
究
の
場
か
ら
も
報
告
し

て
き
た
。

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
を
切
り

開
け
る
よ
う
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

の
現
場
が
あ
れ
ば
、
今
後
も
本

欄
で
紹
介
し
て
い
く
予
定
だ
。

学術研究が開くサステナブル社会

（子どもの未来社 1,500円＋税）

手塚マンガでエコロジー入門 手塚治虫 著

漫
画
の
神
様
が
作
品
に
込
め
た
思
い

　
「
漫
画
の
神
様
」
と
称
さ

れ
戦
後
日
本
の
漫
画
・
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
界
の
第
一
人
者

で
あ
っ
た
手
塚
治
虫
氏
（
１

９
２
８
〜
１
９
８
９
）。
生

前
残
し
た
膨
大
な
作
品
の
中

か
ら
環
境
問
題
や
命
の
尊
さ

と
い
っ
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
か

か
わ
る
８
作
品
を
収
録
し
た

書
籍
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の

あ
と
に
は
、
亡
く
な
る
直
前

ま
で
書
き
続
け
た
未
完
の
エ

ッ
セ
イ
集
『
二
十
一
世
紀
の

君
た
ち
へ　

ガ
ラ
ス
の
地
球

を
救
え
』
か
ら
の
文
章
も
添

え
ら
れ
て
い
る
。

　

８
つ
の
掲
載
作
品
は
、
代

表
作
に
数
え
ら
れ
る
『
鉄
腕

ア
ト
ム
』
か
ら
１
話
、『
ブ

ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
』
か
ら

４
話
、『
三
つ
目
が
と
お
る
』

か
ら
１
話
、
そ
れ
ら
に
加
え

て
、
自
伝
的
要
素
が
う
か
が

え
る
『
モ
ン
モ
ン
山
が
泣
い

て
る
よ
』
と
、
実
話
に
基
づ

い
た
『
原
人
イ
シ
の
物
語
』。

１
９
５
６
年
の
『
鉄
腕
ア
ト

ム
』
を
除
き
、
い
ず
れ
も
１

９
７
０
年
代
後
半
に
発
表
さ

れ
た
作
品
だ
。

　

農
薬
散
布
に
よ
っ
て
変
異

し
た
寄
生
虫
が
、
人
間
の
持

ち
込
ん
だ
外
来
種
の
犬
を
媒

介
し
て
人
の
体
内
に
侵
入

し
、
舞
台
で
あ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
村
人
た
ち
を
死
に

至
ら
し
め
て
し
ま
う
『
ブ
ラ

ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
』
の
ス

ト
ー
リ
ー
、
太
古
の
三
つ
目

人
文
明
が
海
底
に
投
棄
し
た

人
工
革
の
袋
（
中
身
は
大
量

の
廃
棄
物
）
が
浮
上
し
、
現

代
の
町
が
汚
染
の
危
機
に
陥

る
『
三
つ
目
が
と
お
る
』
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
世
紀
を

ま
た
い
だ
今
も
残
る
課
題
を

想
起
さ
せ
る
。

　

自
然
の
大
切
さ
や
命
の
尊

さ
を
テ
ー
マ
に
す
る
作
者
の

思
い
は
い
ず
れ
の
作
品
に
も

通
底
す
る
。
気
軽
に
読
め
る

漫
画
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
は
最
適
だ
。

け
や
工
場
設
立
な
ど
が
中
心
。
電

気
関
連
の
業
務
は
20
年
以
上
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な

川
田
さ
ん
は
２
０
１
９
年
１
月
に

入
会
し
た
。

　
「
定
年
後
の
嘱
託
期
間
を
終
え

た
と
き
会
社
員
時
代
の
元
先
輩
が

日
本
テ
ク
ノ
を
熱
心
に
紹
介
し
て

日本テクノ協力会・日電協
静岡01グループ 川田義弘さん

肉
料
理
専
門
の
〝
愛
ｄ
ｅ
ｅ

ｒ
料
理
教
室
〞
を
開
講
し
ま

し
た
」。
と
ア
イ
デ
ィ
ア
研

究
舎（
兵
庫
県
宝
塚
市
）・
代

表
の
林
真
理
さ
ん
は
話
す
。

　

か
つ
て
シ
カ
は
乱
獲
な
ど

に
よ
り
個
体
数
が
激
減
し
た

時
期
が
あ
っ
た
。
政
府
は
１

９
５
０
年
頃
か
ら
保
護
政
策

を
実
施
し
、
長
く
メ
ス
の
狩

猟
禁
止
の
措
置
を
と
っ
た
。

そ
う
し
た
政
策
や
狩
猟
人
口

の
減
少
な
ど
が
重
な
り
、
繁

殖
力
の
高
い
シ
カ
は
増
加
し

続
け
、
１
９
９
０
年
代
に
は

全
国
で
農
林
業
被
害
が
拡
大

し
た
。

　

特
に
シ
カ
の
増
殖
が
著
し

か
っ
た
兵
庫
県
で
は
獣
害
対

　

兵
庫
県
森
林
動
物
研
究
セ

ン
タ
ー
調
べ
に
よ
る
と
２
０

１
１
年
度
・
同
県
の
野
生
動

物
に
よ
る
農
林
業
被
害
で
シ

カ
に
よ
る
も
の
は
４
億
３
６

０
０
万
円
と
約
半
数
を
占
め

た
。「
被
害
対
策
で
シ
カ
は

主
に
殺
処
分
さ
れ
て
い
ま

す
。
尊
い
命
を
無
駄
に
し
な

い
た
め
に
も
食
用
し
自
然
界

の
つ
な
が
り
を
保
ち
た
い
と

思
い
、
２
０
１
２
年
に
シ
カ

ギ
リ
ス
で
食
べ
た
シ
カ
肉
料

理
を
思
い
出
し
た
と
い
う
。

本
来
シ
カ
は
栄
養
価
が
高
く

縄
文
時
代
か
ら
食
さ
れ
て
い

た
が
、
数
の
減
少
や
保
護
政

策
の
間
に
、
そ
の
文
化
が
薄

れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
林

さ
ん
は
シ
カ
や
自
然
環
境
の

現
状
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

き
っ
か
け
を
つ
く
ろ
う
と
料

理
教
室
を
始
め
た
。「
ほ
と

ん
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
は
カ
レ
ー

や
チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
な
ど

家
庭
で
実
践
で
き
る
も
の
。

シ
カ
肉
料
理
は
珍
し
く
、
こ

れ
ま
で
生
徒
さ
ん
は
約
９
０

０
人
も
。
食
に
新
た
な
選
択

肢
を
提
供
で
き
ま
し
た
」。

　

今
は
学
校
や
公
民
館
で
も

策
の
研
究
が
進
み
、
農
産
物

被
害
を
防
ぐ
活
動
が
盛
ん

だ
。
だ
が
、
課
題
は
捕
獲
し

た
シ
カ
の
処
理
で
あ
る
。
同

県
で
は
毎
年
４
・
５
万
頭
も

捕
獲
さ
れ
る
。

　

林
さ
ん
は
以
前
、
民
族
学

博
物
館
に
勤
務
し
、
世
界
の

食
文
化
に
知
見
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
メ
デ
ィ
ア
で
シ
カ

の
増
殖
に
よ
る
森
林
荒
廃
や

農
産
物
被
害
に
つ
い
て
度
々

目
に
す
る
機
会
が
あ
り
、
イ

シカ肉を食材にする「愛 deer 料理教室」の様子。

講
演
や
料
理
を
提
供
す
る
。

シ
カ
肉
を
は
じ
め
ヘ
ル
シ
ー

な
加
工
品
を
製
造
し
、
ネ
ッ

ト
や
地
元
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
で
販
売
も
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
最
も
苦
労
し
た

の
は
シ
カ
を
食
品
メ
ー
カ
ー

に
扱
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

こ
と
。
食
文
化
が
な
く
、
安

全
性
も
疑
わ
れ
た
。
そ
こ
で

シ
カ
食
文
化
に
関
す
る
本
の

執
筆
や
Ｘ
線
検
査
な
ど
も
実

施
し
、
地
道
に
信
用
を
築
い

て
い
っ
た
。
今
で
は
小
学
校

の
給
食
に
シ
カ
肉
を
使
っ
た

コ
ロ
ッ
ケ
を
提
供
す
る
ま
で

に
な
っ
た
。「
皆
さ
ん
に
豊

か
な
自
然
の
証
し
で
あ
る
天

然
の
味
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

食
を
は
じ
め
多
様
な
文
化
が

共
存
す
る
社
会
は
、
生
物
の

多
様
性
に
も
富
ん
で
い
ま

す
。シ
カ
を
食
べ
る
こ
と
で
、

環
境
や
動
物
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」。

生物も食文化も多様性が大切
シカ肉料理で獣害対策

アイディア研究舎代表の林真理さん。

地球の仲間を守る

生物多様性
レポート

※ イラスト：日本テクノ編『イチから学ぼう　デンキのキホン』より。

電気はどうやって送られてくるのか

６
０
０
㌾
を
一
般
的
な
１
０

０
㌾
、
２
０
０
㌾
の
電
圧
に

身
近
な
電
気
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
話

第 7回

超高圧変電所

発電所

送電線

鉄塔

１次変電所

鉄道変電所

大規模工場

中間変電所

大規模ビル

配電用変電所

柱上変圧器

住宅

キュービクル 中規模工場・ビル

※ 右上に拡大イラスト

５０万㌾

２万2,000㌾
6,600㌾

100㌾
200㌾

く
れ
た
の
で
業
務
説
明
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
ブ
ラ

ン
ク
が
不
安
で
し
た
が
技

術
者
や
保
安
部
の
皆
さ
ん

が
〝
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

フ
ォ
ロ
ー
す
る
か
ら
大
丈

夫
。
思
い
切
っ
て
や
っ
て

み
た
ら
〞
と
後
押
し
し
て

中谷商店・社長室長
石川明光さん

掲載記事一覧
No. タイトル／取材先／掲載号

１

小水力発電
小水力発電が拓く──エネルギー地産地消時代
茨城大学　小林久 教授

2017年春季 第 48号

２

ESD
持続可能な社会は人材の育成から
立教大学　阿部治 教授

2017年夏季 第 49号

３

山村再生
学生が山村再生を手伝う「意義」
東京農業大学　立岩寿一 教授

2017年秋季 第 50号

４

日本版CCRC
長生きをリスクにしない社会へ
日本大学　中川雅之 教授

2018年冬季 第 51号

５

小型風力発電
家庭やビルに自前のエネルギー
金沢大学　木綿隆弘 教授

2018年春季 第 52号

６

日本の漁業
サステナブルな漁業へ 水産資源をいつまでも
横浜国立大学 松田裕之 教授

2018年夏季 第 53号

７

社会問題の実践的解決
社会の問題を実地で解決する「臨床環境学」
名古屋大学　高野雅夫 教授

2018年秋季 第 54号

８

公共交通の電動化
変装振動なし、低騒音、低環境負荷──電動バス開発
早稲田大学　紙屋雄史 教授

2019年冬季 第 55号

９

気象災害研究
豪雨の被害を未然に防ぐ
京都大学　中北英一 教授

2019年夏季 第 57号

10

デザインの活用
デザインの力でSDGs達成へ
九州大学　井上滋樹 教授

2019年秋季 第 58号

第11回
これまで登場した研究現場

環境市場新
聞ＷＥＢサイ
トで過去の
記事が読め
ます。

http://econews.jp/newspaper/conservation/
https://econews.jp/newspaper/denki/index.html
https://econews.jp/newspaper/academic/index.html
http://econews.jp/newspaper/books/
http://www.nt-e.jp/
http://cubicle-hoan.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/recruit/interview/


（ 5 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２０年 （令和２年） 春季　第60号　【季刊】

　

埼
玉
県
川
口
市
の
常
木
鍍
金
工

業
株
式
会
社
は
２
０
１
０
年
に
日

本
テ
ク
ノ
の
電
気
の
「
見
え
る
化
」

を
導
入
し
て
以
来
、
契
約
電
力
を
約

45
％
も
改
善
す
る
な
ど
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
き
た
。「
メ
ッ
キ
の
工
程

に
は
温
熱
処
理
が
多
数
あ
り
ま
す
。

電
気
を
見
え
る
化
し
た
後
は
、
そ
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
う
ま
く
再
利
用
す

る
こ
と
で
省
エ
ネ
を
実
現
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
実
績
も
あ
っ
て
２
０
１

９
年
に
工
場
の
製
造
ラ
イ
ン
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
す
る
に
当
た
り
、
空
調
機

器
の
入
れ
替
え
を
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン

ジ
さ
ん
に
相
談
し
た
ん
で
す
」（
常

務
取
締
役
の
野
中
貴
宏
さ
ん
）。

　

空
調
は
ガ
ス
式
だ
っ
た
が
、
経
年

劣
化
が
見
ら
れ
た
う
え
、
配
管
が
長

く
ロ
ス
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
野
中

さ
ん
は
電
気
式
へ
の
変
更
を
考
え
て

い
た
。「
見
え
る
化
の
成
果
で
電
気

の
使
用
量
は
減
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
こ
こ
で
電
気
の
空
調
を
入
れ
て

も
以
前
の
よ
う
な
使
用
量
に
は
な
ら

　

Ｊ
Ｒ
国
分
寺
駅
か
ら
徒
歩
３
分
、

緩
や
か
な
坂
を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
ト

ミ
ー
ビ
ル
が
あ
る
。
地
上
５
階
、
地

下
１
階
の
ビ
ル
に
、
薬
局
、
ブ
テ
ィ

ッ
ク
、
整
体
院
、
不
動
産
会
社
な
ど

11
件
の
店
舗
や
オ
フ
ィ
ス
が
入
居
し

て
い
る
。「
実
は
地
下
１
階
に
は
以

前
、
村
上
春
樹
さ
ん
の
経
営
す
る
ジ

ャ
ズ
喫
茶
が
入
居
し
て
い
た
ん
で
す

よ
」
と
有
限
会
社
ト
ミ
ー
ビ
ル
デ

ン
グ
代
表
取
締
役
の
菅
原
均
さ
ん
は

自
嘲
気
味
に
話
し
て
く
れ
た
。

　

菅
原
さ
ん
は
先
代
オ
ー
ナ
ー
の
兄

と
と
も
に
、
検
針
か
ら
料
金
計
算
、

請
求
書
の
作
成
・
発
行
、
集
金
、
電

力
会
社
へ
の
支
払
い
ま
で
す
べ
て
行

っ
て
い
た
が
、
兄
が
亡
く
な
り
、
そ

れ
ら
を
１
人
で
こ
な
す
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
将
来
を
見
据
え
た
と

き
、
後
継
者
が
未
定
で
、
そ
の
手
間

の
か
か
る
作
業
を
誰
か
に
引
き
継
ぐ

の
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
た
。
そ
ん

な
と
き
電
気
関
係
の
テ
ナ
ン
ト
か
ら

子
メ
ー
タ
ー
が
古
い
と
指
摘
さ
れ

た
。
元
々
、
日
本
テ
ク
ノ
の
保
安
点

検
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
こ
と

代表取締役の菅原均さん。

も
あ
り
、
２
０
１
６
年
11
月
エ
コ
テ

ナ
ン
ト
を
導
入
し
た
。

　

導
入
し
て
か
ら
は
、「
手
間
が
省

け
て
楽
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
の

菅
原
さ
ん
。
子
メ
ー
タ
ー
の
交
換
も

で
き
、
検
針
業
務
と
料
金
計
算
の
悩

み
が
解
消
さ
れ
た
。

　

以
前
は
毎
月
15
日
を
検
針
日
と
決

め
て
い
た
が
、
テ
ナ
ン
ト
の
休
業
日

の
関
係
で
予
定
通
り
に
い
か
ず
、
検

針
後
も
20
日
ま
で
に
請
求
書
を
発
行

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
配
布
方
法

も
電
気
料
金
の
受
け
取
り
方
法
と
同

様
さ
ま
ざ
ま
で
、
面
倒
だ
っ
た
。

　

導
入
後
は
、
支
店
を
持
つ
テ
ナ
ン

ト
か
ら
他
の
店
舗
と
比
べ
て
高
い
と

い
う
照
会
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き

は
、
日
本
テ
ク
ノ
の
担
当
者
が
懇
切

丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
。「
や
は

り
、
電
気
の
専
門
家
で
な
い
私
が

個
々
に
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
そ

れ
が
今
は
算
出
の
根
拠
が
明
確
に
な

り
、
き
ち
ん
と
使
用
し
た
分
が
請
求

さ
れ
る
。
公
平
で
す
」
と
安
堵
し
て

い
る
。

　
「
た
か
が
電
気
代
で
は
な
い
ん
で

す
」
と
菅
原
さ
ん
は
言
う
。
テ
ナ
ン

ト
と
の
良
好
な
関
係
が
続
い
て
こ

そ
、ビ
ル
経
営
は
成
り
立
つ
。
最
近
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
防

犯
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
実
施
し

た
の
も
そ
の
一
環
。
だ
か
ら
、
電
気

料
金
１
つ
と
っ
て
も
誠
実
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
は
、

そ
の
思
い
を
可
能
に
し
て
く
れ
た
。

「
今
後
も
、
こ
の
ビ
ル
に
入
居
す
る

テ
ナ
ン
ト
、
そ
し
て
そ
こ
を
訪
れ
る

お
客
様
に
も
良
い
印
象
を
与
え
た
い

で
す
ね
」
と
柔
ら
か
な
笑
み
を
浮
か

べ
た
。

『エコテナント』とは

　一般的なテナントビル
は、ビル全体で一括受
電しているため、電気料
金はビルオーナーが電力
会社へまとめて支払って
いる。オーナーはテナン
トの使用分を立て替え
るため、個々のテナント
に対し、それぞれに応じ
た電気料金を請求する。
そこには子メーターの検
針、料金算出、請求管理
といった手間のかかる作
業が伴う。
　『エコテナント』は、オ
ーナーをわずらわせてい
たそれらの業務をすべ
て代行するサービスであ
る。既存の子メーターは
自動検針のスマートメー
ターに変更され、料金の
算出根拠はデジタル化し
た明確な数値で示され
る。オーナーとテナント
の双方にとって、ともに
信頼性を高められるシス
テムである。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

テナントとの良好な関係を続けていくため

　

内
部
監
査
室
は
２
０
１
５
年
７

月
の
新
設
か
ら
、
約
５
年
に
な
り

ま
し
た
。
部
署
設
置
の
目
的
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視
し
、

業
績
だ
け
で
な
く
管
理
体
制
な
ど

も
し
っ
か
り
整
え
、
お
客
様
に
迷

惑
を
か
け
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
よ

い
会
社
」
に
す
る
こ
と
で
す
。
世

間
で
は
企
業
の
不
祥
事
が
発
覚

し
、
最
悪
の
場
合
倒
産
に
至
る
場

面
も
あ
る
。
万
が
一
に
も
そ
う
し

た
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
内
部

監
査
室
が
現
場
を
回
り
、
注
意
を

喚
起
し
て
い
ま
す
。

　

内
部
監
査
室
の
業
務
は
、
各
部

署
、
各
拠
点
が
そ
れ
ぞ
れ
法
令
や

社
内
規
程
な
ど
の
ル
ー
ル
に
の
っ

と
っ
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
か
、

無
駄
な
く
効
率
よ
く
業
務
が
進
め

ら
れ
て
い
る
か
を
監
査
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
内
部
監

査
室
の
メ
ン
バ
ー
は
法
令
や
社
内

規
程
を
熟
知
し
て
い
る
必
要
が
あ

る
。
日
頃
か
ら
ル
ー
ル
の
勉
強
を

し
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
そ
れ
ら
に

変
更
な
ど
が
な
い
か
情
報
収
集
も

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
社
に
あ
る
各
部
署
の

ほ
か
66
の
拠
点
が
あ
り
、
ど
の
部

署
・
拠
点
に
も
、
必
ず
年
１
回
監

査
に
赴
い
て
い
ま
す
。
終
了
後
は

監
査
し
た
と
こ
ろ
に
対
し
て
、
指

摘
事
項
が
あ
れ
ば
、
ど
う
い
う
リ

ス
ク
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
か
を
伝
え
、
理
解
し
た

う
え
で
改
善
し
て
も
ら
う
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
監
査

結
果
は
社
長
や
部
門
長
へ
も
報
告

し
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
現
場
か

ら
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
も
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
る
の
で
、
現
場
と

部
門
長
の
架
け
橋
の
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。

　

私
が
掲
げ
る
内
部
監
査
室
の
方

針
は
「
会
社
の
価
値
を
維
持
・
増

大
し
て
保
全
す
る
こ
と
。
そ
の
た

め
に
、
各
部
署
の
目
標
の
達
成
に

役
立
つ
こ
と
」
で
す
。
こ
れ
は
表

面
的
に
は
当
社
の
興
隆
を
願
う
も

の
で
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
取
引
の
安
全
、
ひ
い
て

は
お
客
様
の
発
展
を
望
む
気
持
ち

で
も
あ
り
ま
す
。
お
客
様
を
は
じ

め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

皆
様
と
の
関
係
な
し
に
は
、
当
社

の
未
来
や
発
展
は
な
い
と
考
え
て

い
る
の
で
す
。

　

今
後
も
お
客
様
と
の
よ
い
関
係

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
現
場
を
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
パ
ノ
ラ
マ
の
富
士
を
雄
大

に
臨
む
、
静
岡
県
富
士
宮
市
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
そ
ん
な

絶
景
の
中
で
富
士
宮
茶
と
い
う

逸
品
を
提
供
す
る
、
お
茶
の
や

ま
文
。
代
表
の
佐
野
俊
英
さ
ん

は
、
茶
葉
の
栽
培
か
ら
製
品
化

ま
で
、
工
程
の
す
べ
て
を
自
身

の
手
で
行
っ
て
い
る
。

　
「
う
ち
の
お
茶
は
、
香
り
と

味
で
勝
負
し
て
い
ま
す
」
と
佐

野
さ
ん
は
力
強
く
語
る
。
同
社

で
は
、
茶
葉
を
仕
入
れ
る
こ
と

な
く
８
・
４
㌶
の
自
社
農
園
で

施
肥
設
計
に
こ
だ
わ
っ
て
栽
培

し
て
い
る
。
最
も
信
用
で
き
る

自
前
の
茶
葉
を
、
昔
な
が
ら
の

製
造
法
で
あ
る

浅
蒸
し
で
つ
く

り
上
げ
る
。

　

製
造
工
程
で

は
、
仕
上
げ
前

の
「
火
入
れ
」

に
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
と
い

う
。
業
界
で
も

珍
し
い
直
火
の

ド
ラ
ム
で
茶
葉

を
乾
燥
さ
せ
る

こ
と
で
、
さ
ら

に
香
り
が
引
き

出
さ
れ
る
そ
う

だ
。
ぬ
る
め
の

お
湯
で
入
れ
た

お
茶
は
爽
や
か

な
香
り
と
と
も

に
旨
味
が
凝
縮

さ
れ
た
深
い
味

わ
い
が
し
た
。

　

付
き
合
い
の
あ
る
問
屋
に

「
お
茶
は
人
柄
が
出
る
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
茶
葉

の
栽
培
段
階
か
ら
、「
元
気
に

育
っ
て
ね
、
今
年
も
美
味
し
く

な
っ
て
ね
」
と
声
を
か
け
愛
情

を
注
い
で
い
る
と
い
う
か
ら
、

ま
ろ
や
か
な
旨
味
も
納
得
だ
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ

で
は
茶
筒
入
り
の
茶
葉
や
粉
末

緑
茶
の
パ
ッ
ク
を
提
供
。「
最

初
は
、
電
気
の
会
社
が
何
を
始

め
た
の
か
と
思
い
、
半
信
半
疑

で
出
品
し
ま
し
た
が
、
計
算
す

る
と
相
当
な
売
上
に
な
っ
て
い

ま
し
た
」と
喜
ぶ
。
出
荷
は
妻
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
処
理
は
娘
と
、

ま
さ
に
一
家
総
出
の
対
応
だ
。

こ
れ
か
ら
も
心
温
ま
る
お
茶
を

消
費
者
に
届
け
る
。（
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
サ
イ
ト
の

特
集
ペ
ー
ジ
に
て
取
材
の
こ
ぼ

れ
話
を
掲
載
）

東京都国分寺市◎トミービル
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日本テクノ
社員群像

各部署キーパーソンが語る お
客
様
と
の
よ
い
関
係
を
継
続
す
る
た
め

な
い
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
製
造
ラ
イ
ン
も
熱
の
流
れ
を
意

識
し
、〝
暑
い
場
所
を
冷
や
す
〞
の

で
は
な
く
、〝
暑
い
空
気
を
上
手
に

逃
が
す
か
、
ま
た
は
再
利
用
す
る
か

し
て
、
空
調
の
利
き
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
〞
こ
と
に
主
眼
を
置
け
ば
、
余

分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
抑
え
ら
れ

る
と
考
え
て
い
ま
し
た
」。

　

実
際
に
設
置
さ
れ
た
新
空
調
の
配

管
・
冷
却
装
置
の
外
箱
は
、
蒸
発
し

た
メ
ッ
キ
液
な
ど
に
よ
る
腐
食
を
防

ぐ
た
め
、
ア
ク
リ
ル
を
採
用
し
て
い

る
。
さ
ら
に
冷
却
装
置
を
可
能
な
限

り
ラ
イ
ン
の
近
く
に
置
き
、
送
風
管

を
短
く
す
る
こ
と
で
、
ロ
ス
な
く
冷

気
が
届
く
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
さ
ん
の
工

事
店
は
同
業
の
空
調
工
事
の
経
験
も

豊
富
で
、
当
社
の
要
望
を
す
ん
な
り

理
解
し
た
う
え
で
、
最
適
な
提
案
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
夏
に
向

け
て
工
場
内
の
空
気
を
上
手
に
動
か

し
、
体
感
温
度
を
下
げ
る
仕
組
み
を

つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
も
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ

の
担
当
者
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
る

取
り
組
み
に
な
り
ま
す
ね
」。

設備改善
対応事例

常務取締役の野中貴宏さん。

新しい空調。送風管
の接続先が冷却装置
で、これをいかに製造
ラインに近づけるかが
課題だった。

熱
が
発
生
す
る
製
造
装
置
は
写
真

の
よ
う
な
カ
バ
ー
を
か
け
、
さ
ら

に
熱
を
回
収
す
る
た
め
に
専
用
の

配
管
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
空
調
の
効
率
が
向
上
す
る
。

埼玉県川口市
常木鍍金工業 株式会社

年1度は必ず全部署・拠点へ

お茶のやま文  粉末緑茶ほか

https://eco-tatsujin.jp/

エ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

　

屋
上
全
体
に
遮
光
ネ
ッ
ト
を

敷
き
詰
め
省
エ
ネ
に
役
立
て
て

い
る
の
は
、
東
京
都
東
村
山
市

の
日
本
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
電
気

株
式
会
社
。
直
射
日
光
に
よ
り

屋
上
面
の
温
度
が
上
が
り
、
そ

の
熱
が
天
井
を
伝
っ
て
室
内
に

届
く
と
空
調
に
高
い
負
荷
を
か

け
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
防
ぐ
た

め
の
取
り
組
み
だ
。

　

設
置
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
30

㌢
㍍
ほ
ど
浮
か
し
て
風
の
通
る

空
間
を
つ
く
る
こ
と
。
こ
れ
で

熱
は
こ
も
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
を
直

接
敷
く
よ
り
も
効
果
は
さ
ら
に

高
ま
る
。

【第 163 回】日本ユニバーサル電気 株式会社

屋
上
に
遮
光
ネ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
は「
浮
き
」

　「省エネの達人『企業編』」は、大
きな成果を上げている省エネ活動の
実例動画が視聴できるサイト。数あ
るノウハウの中から、今回は夏の電
力ピーク対策として参考にしたい２
例を紹介する。

「省エネの達人」に学ぶ

　

栃
木
県
宇
都
宮
市
に
あ
る
東

日
本
盲
導
犬
協
会
の
事
務
室
は

大
き
な
窓
が
設
置
さ
れ
て
い
る

た
め
夏
の
強
い
日
差
し
が
室
内

に
直
接
入
り
込
む
。
ブ
ラ
イ
ン

ド
も
あ
る
が
、
閉
じ
る
と
外
か

ら
の
風
が
通
ら
な
く
な
る
。

　

そ
こ
で
利
用
し
た
の
が
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
用
の
遮
光
ネ
ッ
ト
。

通
気
は
保
ち
な
が
ら
植
物
に
直

射
日
光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に

す
る
道
具
。
そ
れ
を
物
干
し
竿

な
ど
と
組
み
合
わ
せ
、
手
づ
く

り
の
日
よ
け
に
し
た
。
費
用
は

１
枚
約
２
０
０
０
円
。
手
軽
に

試
せ
る
取
り
組
み
だ
。

【第 214 回】東日本盲導犬協会

手
づ
く
り
日
よ
け
費
用
は
１
枚
２
０
０
０
円

空
調

設
備
改
善

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

緊
急
対
応

太
陽
光

照
明

非
常
用

発
電
機

固有の事情も即理解 最適な提案に納得

内部監査室
室 長 今村 良太

ギフトストリートの

逸品
　ＧＩＦＴ ｓｔｒｅｅｔは日本テクノの
会員向けサービス。同社発行の
ＧＩＦＴポイントに応じ、サイト内
の商品（ギフト）と交換できる。
その出品商品の中から、こだわ
りの「逸品」を、提供企業とと
もに紹介していく。

富
士
山
麓
で
う
ま
れ
る

ま
ろ
や
か
な
旨
味

https://www.gift-street.com/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140806.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140806.html
http://www.eco-tenant.jp/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２０年 （令和２年） 春季　第60号　【季刊】

https://www.gift-street.com/
https://gift-map.jp/


（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２０年 （令和２年） 春季　第60号　【季刊】

日本テクノでは定期的に「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ（スマートクロック）」「SMARTMETER ERIA（スマートメーターエリア）」（以下、ＥＲＩＡ）の導入企業を広報担当者が訪問し、事例集を作成している。
すでに数百もの事例をストックしており、現在も新たな「お客様の声」をリストに追加している最中だ。この紙面では、その中から４つの取り組みをピックアップして紹介していく。

なお、取材時から一定期間が経過した企業には追加で話を伺い、「最近の活動状況」としてコメントをまとめた。

　

電
子
部
品
や
関
連
機
器
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
製
品
な
ど
も
製
造
す
る
ユ

メ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
。
こ
こ
埼

玉
県
の
深
谷
工
場
を
は
じ
め
国
内

に
複
数
の
工
場
を
構
え
、
海
外
に

も
生
産
拠
点
を
設
け
て
い
る
。
製

造
メ
ー
カ
ー
と
し
て
環
境
保
全
を

重
要
な
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
も
認
証
取
得
し

た
。
今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
も
加
速
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

全
社
で
環
境
分
野
な
ど
の
課
題

解
決
に
高
い
意
識
を
持
っ
て
お

り
、「
そ
う
し
た
中
で
電
力
量
の

改
善
に
悩
ん
で
い
た
と
き
電
気
の

〝
見
え
る
化
〞
を
提
案
し
て
も
ら

っ
た
ん
で
す
。
当
時
の
デ
マ
ン
ド

値
は
１
３
１
㌔
㍗
で
し
た
が
、
目

標
を
１
１
２
㌔
㍗
と
い
う
あ
え
て

シ
ビ
ア
な
値
に
設
定
し
て
、
省
エ

ネ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

（
生
産
本
部
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
管
理
課
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
・
菅
原
烈
さ
ん
）。

　

ま
ず
は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
で
空
調
や
製

造
機
器
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
電

力
量
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め

た
。
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
が
赤
色
の
警
告

を
表
示
す
る
の
は
、
電
力
負
荷
の

高
い
マ
シ
ニ
ン
グ
の
機
械
と
集
塵

機
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
稼
働
が

重
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　

当
初
の
対
処
法
は
、
警
告
表
示

の
都
度
、
生
産
に
支
障
な
い
機
器

を
一
時
的
に
停
止
す
る
や
り
方
。

だ
が
、
そ
れ
も
見
直
し
を
進
め
、

や
が
て
生
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組

み
直
す
方
法
に
行
き
着
い
た
。
ほ

か
の
多
く
の
機
器
が
稼
働
す
る
日

中
は
、
負
荷
の
高
い
マ
シ
ニ
ン
グ

機
の
使
用
を
避
け
、
夕
方
か
ら
無

人
稼
働
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
こ

の
生
産
工
程
の
変
更
で
、
目
標
値

を
厳
し
く
設
定
し
て
も
警
告
表
示

は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
そ
の
大
幅
改

善
の
成
果
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
か
ら
Ａ
判
定

と
評
価
さ
れ
た
。

　

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
も
積
極
活

用
す
る
ツ
ー
ル
の
１
つ
。
毎
日
の

清
掃
や
水
曜
日
の
ノ
ー
残
業
デ
ー

な
ど
、
日
ご
と
曜
日
ご
と
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
設
定
し
、
ス
タ
ッ
フ
の

意
識
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。

　
「
以
前
の
取
り
組
み
は
い
わ
ば

〝
出
た
と
こ
勝
負
〞
で
し
た
。
そ

れ
が
電
気
の
使
い
方
を
意
識
し
た

こ
と
で
、
い
か
に
効
率
よ
く
機
器

を
稼
働
さ
せ
る
か
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
結
果
的
に
生
産
量
が

約
１
・
４
倍
に
な
り
ま
し
た
。
１

人
当
た
り
の
生
産
性
は
グ
ル
ー
プ

３
工
場
で
ト
ッ
プ
で
す
。
電
気
の

〝
見
え
る
化
〞
は
省
エ
ネ
だ
け
で

な
く
、
生
産
性
の
向
上
も
後
押
し

し
て
く
れ
た
の
で
す
」。

（
２
０
１
９
年
12
月
取
材
）

グループリーダーの菅原烈さん。

代表取締役社長の原英治さん。

住
所
◉
埼
玉
県
深
谷
市
宮
ケ
谷
戸

３
５
／
電
話
◉
０
４
８
（
５
７
４
）

１
３
７
１
／
事
業
内
容
◉
電
子
部

品
・
機
器
の
製
造

生産スケジュールの組み直しでピークを抑制
ユメックス 株式会社　深谷工場　https://www.yumex.gr.jp/

事業所DATA

生
産
性
の
向
上

導入前後の比較

2018年▶2019年

2018年8～11月
▶2019年8～11月

契約電力

使用電力量

　
「
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
ひ
と
り
が

電
気
の
使
い
方
を
意
識
し
て
生
産

効
率
を
高
め
て
い
っ
た
時
期
と
売

上
が
伸
び
始
め
た
時
期
が
一
致
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
当
社
が
成
長

す
る
要
因
の
１
つ
に
省
エ
ネ
活

動
が
あ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
沖
縄
県
宜
野

湾
市
に
あ
る
株
式
会
社
沖
縄
ウ

コ
ン
堂
の
取
締
役
で
製
造
管
理
責

任
者
の
渡
具
知
喜
行
さ
ん
だ
。
同

社
は
ウ
コ
ン
の
原
料
栽
培
か
ら
商

品
化
ま
で
一
貫
し
て
自
社
で
手
が

け
る
各
種
健
康
食
品
の
製
造
メ
ー

カ
ー
。
卸
や
小
売
り
、
委
託
加
工

も
行
っ
て
い
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
電
気
の
「
見
え

る
化
」
を
導
入
し
た
当
初
か
ら
、

ス
タ
ッ
フ
を
集
め
て
勉
強
会
を
行

い
、
社
内
に
は
契
約
電
力
の
仕
組

み
や
デ
マ
ン
ド
値
に
対
す
る
理
解

は
深
ま
っ
て
い
っ
た
。「
し
か
し
、

当
初
は
ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
夏
の
時
期
、

誰
も
い
な
い
製
造
現
場
で
、
急
冷

モ
ー
ド
の
空
調
を
消
し
忘
れ
て
い

た
り
…
…
。
そ
こ
で
、
電
気
の
無

駄
づ
か
い
を
な
く
す
た
め
、
協
力

を
呼
び
か
け
た
ん
で
す
」。

　

渡
具
知
さ
ん
が
始
め
た
の
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
を
使

っ
た
情
報
の
共
有
と
活
動
の
呼
び

か
け
だ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
名
は

「
電
力
対
策
」。
社
内
各
部
署
で
製

造
機
器
を
稼
働
さ
せ
る
担
当
者
ら

を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
た
。
最
初
は

目
標
設
定
値
を
決
め
る
た
め
、
各

メ
ン
バ
ー
か
ら
詳
細
な
報
告
を
伝

え
て
も
ら
っ
た
。「
ど
の
工
程
で

ど
の
よ
う
な
機
械
が
稼
働
し
た
の

か
、
そ
の
機
械
は
何
台
目
の
ス

タ
ー
ト
な
の
か
。
そ
う
い
っ
た
情

報
と
、
瞬
時
デ
マ
ン
ド
の
増
減
を

見
比
べ
て
、
現
状
を
分
析
し
て
い

き
ま
し
た
」。

　

そ
う
し
て
目
標
設
定
値
を
定
め

る
と
、
警
報
が
鳴
っ
た
際
の
取
り

組
み
を
決
め
て
い
っ
た
。
ま
ず
は

事
務
所
や
品
質
管
理
室
な
ど
生
産

に
直
接
関
係
の
な
い
場
所
で
扇
風

機
を
併
用
し
な
が
ら
徐
々
に
空
調

の
出
力
を
落
と
す
。
そ
れ
で
不
足

な
ら
製
造
現
場
の
室
温
設
定
を
１

℃
ず
つ
調
整
し
て
い
く
。「
そ
れ

で
も
製
造
機
器
は
止
め
ま
せ
ん
。

空
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
乗
り
切

る
。
た
だ
し
、
造
粒
乾
燥
と
い
っ

た
製
品
の
品
質
に
関
係
す
る
工
程

で
は
空
調
も
調
整
し
ま
せ
ん
」。

　

同
社
の
売
上
は
、
日
本
テ
ク
ノ

の
サ
ー
ビ
ス
導
入
時
と
比
較
し
て

約
２
・
５
倍
に
な
っ
た
。
業
績
ア

ッ
プ
の
流
れ
の
中
で
製
造
品
目
も

増
え
、
新
た
な
加
工
機
械
も
設
置

し
た
。「
で
す
が
使
用
電
力
量
は

微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
省

エ
ネ
活
動
が
生
産
効
率
の
改
善
を

も
た
ら
し
て
い
る
よ
う
で
す
」。

（
２
０
１
９
年
７
月
取
材
）

係長の西岡達也さん。

取締役の渡具知喜行さん。

住
所
◉
沖
縄
県
宜
野
湾
市
伊
佐
４

│
４
│
７
／
電
話
◉
０
９
８
（
８
９

０
）
７
１
１
１
／
設
立
◉
１
９
８
７

年
／
事
業
内
容
◉
健
康
食
品
の
製

造
・
卸
・
小
売
り
ほ
か

アプリを使い詳細な電力使用情報を共有
株式会社 沖縄ウコン堂 http://ukondo.com/

事業所DATA

業
績
ア
ッ
プ
と
の
同
調

導入前後の比較

2012年▶2019年

2011年7月～翌年6月
▶2018年7月～翌年6月

契約電力

使用電力量

　

１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
の
創

業
以
来
、
ガ
ラ
ス
を
つ
く
る
際
の

原
料
溶
融
に
用
い
る
坩
堝
（
る
つ

ぼ
）
や
特
殊
耐
火
煉
瓦
な
ど
の
製

造
を
一
貫
し
て
継
続
し
て
き
た
大

阪
府
大
阪
市
の
株
式
会
社
奥
村

坩
堝
製
造
所
。
す
で
に
創
業
１
０

０
年
を
超
え
、
２
０
０
年
企
業
を

目
指
し
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
11
月
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

を
導
入
し
、
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
と

場
内
放
送
で
空
調
の
設
定
温
度
を

調
整
す
る
よ
う
伝
え
る
と
い
っ
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の

後
の
契
約
更
新
で
、
全
員
が
電
気

の
使
用
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
２
台

を
導
入
。
時
計
の
色
を
見
な
が
ら

空
調
の
稼
働
を
調
整
し
て
い
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
電
力
消
費
量
の

多
い
電
気
炉
の
対
策
も
進
め
て
い

っ
た
。

　

坩
堝
の
焼
成
で
は
そ
の
種
類
に

よ
っ
て
ガ
ス
炉
と
電
気
炉
を
使
い

分
け
る
。
急
激
な
温
度
上
昇
で
ひ

び
割
れ
を
起
こ
す
も
の
は
、
上
が

り
方
が
緩
や
か
な
電
気
炉
を
使
用

す
る
。
だ
が
大
き
な
電
気
炉
を
複

数
台
同
時
に
動
か
せ
ば
、
デ
マ
ン

ド
は
一
気
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
し

ま
う
。
電
気
炉
を
分
散
稼
働
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
そ
れ

が
課
題
だ
っ
た
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
原
英
治
さ

ん
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、
焼
成

工
程
と
デ
マ
ン
ド
の
上
が
り
方
を

詳
細
に
分
析
し
て
い
っ
た
。
そ
こ

か
ら
、
炉
の
温
度
を
上
げ
て
い
る

最
中
は
、
デ
マ
ン
ド
が
急
速
に
上

昇
す
る
も
の
の
、
設
定
温
度
に
達

し
た
後
は
安
定
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

　

だ
が
、
仕
組
み
を
理
解
し
た
だ

け
で
は
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
貫

き
た
ど
り
着
い
た
の
が
電
気
炉
使

用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
だ
っ
た
。

ま
ず
製
造
す
る
坩
堝
の
大
き
さ
や

数
な
ど
か
ら
炉
の
使
用
時
間
を
逆

算
す
る
。
そ
の
計
算
を
も
と
に
、

１
台
ご
と
に
起
動
の
時
間
を
ず
ら

し
て
い
き
、
温
度
上
昇
時
と
安
定

時
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
し
た
。

　

そ
う
し
て
ピ
ー
ク
の
分
散
化
は

成
し
遂
げ
ら
れ
た
。

（
２
０
１
８
年
９
月
取
材
）

電気炉稼働時の電力負荷状況を詳細に分析
株式会社 奥村坩堝製造所　http://www.okumurarutubo.co.jp/

住
所
◉
大
阪
府
大
阪
市
東
成
区
中

道
２
│
１
３
│
１
４
／
電
話
◉
０
６

（
６
９
７
２
）
２
３
８
７
／
創
業
◉

１
９
１
２
年
／
事
業
内
容
◉
坩
堝
・

特
殊
耐
火
煉
瓦
製
造
ほ
か

事業所DATA

挑
戦
心
の
貫
徹

導入前後の比較

2015年▶2017年

2015年1～12月
▶2017年1～12月

契約電力

使用電力量

　
「
法
改
正
に
よ
る
出
玉
規
制
の

影
響
も
あ
り
パ
チ
ン
コ
業
界
は
向

か
い
風
。
こ
の
周
辺
で
も
営
業
を

や
め
た
店
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も

電
気
料
金
は
上
昇
傾
向
。
そ
こ
で

電
気
の
〝
見
え
る
化
〞
に
よ
っ
て

支
出
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
神
奈
川

県
横
浜
市
に
あ
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
ホ
ー
ル
ブ
ラ
ジ
ャ
ン
戸
塚

店
の
係
長
・
西
岡
達
也
さ
ん
だ
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
有

効
な
の
か
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
。
そ
こ
で
日
本
テ
ク
ノ
の
営

業
担
当
と
二
人
三
脚
で
省
エ
ネ
に

向
け
た
現
状
把
握
を
始
め
た
。

　

ま
ず
は
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
色
変
化
を
も
と
に
ピ
ー

ク
が
近
づ
い
た
と
き
の
空
調
の
温

度
設
定
ル
ー
ル
を
決
め
た
。
続
い

て
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の

デ
ー
タ
を
検
証
し
、
ピ
ー
ク
の
時

間
帯
を
確
認
。
す
る
と
開
店
前
の

空
調
稼
働
が
デ
マ
ン
ド
値
を
押
し

上
げ
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。
こ
れ

に
は
空
調
の
送
風
機
能
を
併
用
し

対
処
し
て
い
く
方
法
を
と
っ
た
。

そ
の
や
り
方
を
踏
ま
え
、
日
中
は

台
の
利
用
状
況
に
合
わ
せ
、
利
用

客
の
快
適
性
を
損
ね
な
い
よ
う
送

風
と
冷
房
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
使

い
分
け
て
い
く
よ
う
に
し
た
。「
さ

ら
に
、
支
障
の
な
い
範
囲
で
照
明

を
間
引
き
し
、
使
用
電
力
量
を
抑

え
ま
し
た
」。
そ
の
結
果
、
夏
場

で
も
デ
マ
ン
ド
目
標
値
を
超
え
ず

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

導
入
の
半
年
後
に
は
空
調
稼
働

の
工
夫
が
ス
タ
ッ
フ
に
定
着
し
、

使
用
量
は
前
年
同
月
比
で
10
％
以

上
の
抑
制
効
果
が
出
た
。
そ
れ
で

も
取
り
組
み
は
緩
め
ず
、
店
内
の

照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
。
使
用
電
力
量

は
さ
ら
に
減
っ
た
。

　

そ
の
後
、
新
た
に
加
え
た
試
み

は
30
分
ご
と
に
変
え
る
デ
マ
ン
ド

目
標
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
48
コ
マ
設
定

を
使
い
、
時
々
に
応
じ
て
細
か
く

目
標
設
定
値
を
変
化
さ
せ
る
。
例

え
ば
21
時
以
降
は
客
数
が
減
る
た

め
、
目
標
を
低
め
に
設
定
し
、
電

気
の
過
剰
な
使
用
を
す
ぐ
に
判
定

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
西
岡
さ
ん

は
「
屋
外
の
照
明
点
灯
の
調
整
な

ど
省
エ
ネ
の
精
度
を
さ
ら
に
上
げ

て
い
き
ま
す
」
と
話
す
。

（
２
０
１
８
年
12
月
取
材
）

送風と冷房の機能をピンポイントで使い分け
荒井商事 株式会社　ブラジャン戸塚店 https://www.p-world.co.jp/kanagawa/brajan.htm

住
所
◉
神
奈
川
県
横
浜
市
栄
区
金

井
町
３
１
３
／
電
話
◉
０
４
５
（
８

５
１
）
８
０
４
５
／
事
業
内
容
◉
パ

チ
ン
コ
店

事業所DATA

支
出
の
改
善

導入前後の比較

2017年▶2018年

2017年6～12月
▶2018年6～12月

契約電力

使用電力量

目的に合わせた多彩な表示方法
　時計盤面の周りにあるLEDは目的に合わせて、さま
ざまな表示方法を選択できます。本紙では過去に「現在
デマンド」（51号）と「予測デマンド」（52号）、その２つを
同時に示す「現在・予測デマンド」（57号）の表示につい
て説明を行いました。今回は「瞬時デマンド」と「デマン
ド警報表示」のそれぞれのLED表示が示す意味を解説
していきます。

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
音
声
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

パ
チ
ン
コ
約
２
４
０
台
、
パ
チ
ス
ロ
約

１
８
０
台
を
揃
え
る
ブ
ラ
ジ
ャ
ン
戸
塚
店
。

売
上
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
製
造
品

目
も
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。

企業の省エネ活動を
もっと知りたい方は

他社の取り組み事例を掲載

導入事例サイトへ
https://www.n-techno.org/

動画や音声で解説

詳細な機能を
もっと知りたい方は

製品紹介サイトへ
https://service.n-techno.co.jp/

ガ
ス
炉
と
電
気
炉
を
使
い
分
け
な
が

ら
製
造
し
て
い
く
坩
堝
。

※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。

お客様の声
SMARTMETER ＥＲＩＡ
ス マ ー ト メ ー タ ー エ リ アス マ ー ト ク ロ ッ ク

▲ 14.5％

▲22.7％

1.4％ Ｕ
Ｐ

2.5％ Ｕ
Ｐ

瞬
時
デ
マ
ン
ド
表
示

デ
マ
ン
ド
警
報
表
示

LED表示の見方基礎
知識 LED表示の見方基礎
知識

　「上手な電気の使い方」で設定した48コマの目標設定値に対し、機器類の稼働状況に応じて
表示が変化するため、省エネ対策が立てやすい表示方法です。その瞬間に使用している電力
量に応じて青色ＬＥＤの点灯本数が増減します（目標設定値を超えても点灯色は青色のまま）。

　電力量が目標設定値を超えたとき、上図のよ
うに警報色で発色し表示がまわりピークオーバ
ーを知らせます。

　当社の炉はガス
中心です。ガス基本
料金は最上位の価
格帯でこれ以上は
上がりません。そこ
で「空調もガスに切
り替えれば契約電
力が引き下げられ
る」と考え、２０１９
年７月にガスエンジ
ンヒートポンプ式
空調を導入しまし
た。その結果、８月
の契約電力は１６１
kWから１４１kWへ
と約１２％改善でき
ました。設備変更に
かかった費用は６年
で回収できる計算
です。その成果に
満足しています。
（原英治さん）

　空調のさらなる
稼働効率の向上を
図るため、吹き出し
口のところで回転
するハイブリッドフ
ァンを装着しまし
た。省エネ活動を
進めるとき、第一に
考慮しなければな
らないのはお客様
のことです。ハイブ
リッドファンを回せ
ば、夏季や冬季の
空調ピーク時に、た
とえ稼働を弱めた
としても、冷気や暖
気はしっかりお客様
のもとに届くので、
快適性は損ねませ
ん。安心して省エネ
に取り組めます。
（西岡達也さん）

最近の活動状況最近の活動状況

▲19.5％

▲16.4％

▲18.9％

▲7.9％

目標値に対し 約６７％ の
電気を使っています。

目標設定値に対する使
用電力量の割合は、Ｌ
ＥＤ表示が６時の位置
で100%を表します。 100%

50%

目
標
値
を
超
え

約
１
２
３
％
の
電
気
を

使
っ
て
い
ま
す
。

赤色の点灯と同
時に警告音声も
流れます。

ＬＥＤ１灯当た
りの使用量は
目標設定値に
対し約 3.3%
です。

https://service.n-techno.co.jp/smartclock/
https://service.n-techno.co.jp/eria/
https://econews.jp/newspaper/eria/index.html
https://service.n-techno.co.jp/
http://www.n-techno.org/
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※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募いただ
いた方の中から抽選で毎月20名様に、特製ポーチをプレゼント！　投稿内
容は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させていただきま
す。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テクノ「おばあ
ちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウェブサイトにて
必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！

おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつ
くり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメール
マガジンを発行しています。読者限定のコラムやサイト更新案内
など、楽しい雑学や豆知識が満載のメルマガに、ぜひご登録くだ
さい。購読のお申し込みは下記のサイトから受け付けています。

検 索

https://econews.jp/idea/
おばあちゃんの知恵袋　日本テクノ

春の味覚「タケノコ」

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る４文字を組み合わせ環境
問題に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉他の地域に住んでいた生き物が人為的に運ばれ、新たな場所に定着したものを○○○○種といいます。

①  立春を過ぎて最初に吹く強い南
風「○○○○○ン」。

②  暖かくなってきたから庭の手入れ
をしよう。ガー○○○グ。

③  砂浜で卵を産むウミ○○の絶滅
が危ぶまれています。

⑤  五十音表。ヤ行の次は？
⑦  ランドセルは新品！ お姉ちゃんの
オ○○リじゃないよ。

⑩  ホ～ホケキョ̶̶あっ、ウグ○○
が鳴いたね。

①  電気をつくること「○○○ン」。
④  ○○○ッコしましょう。笑った
ら負けよ。アップップー！

⑥  電気事業の監督官庁は、ケイザ
○○○○ョウ省です。

⑧  この新聞は季刊。次号は夏の初
めシ○○ツの発行です。

⑨  温暖化対策の国民運動。賢い選
択をする「クールチ○○ス」。

⑪  ダムに水をくみ上げておき、必
要なとき電気をつくる「○○○
イ発電」。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

　

心
地
よ
い
風
が
吹
き
、
ウ

グ
イ
ス
の
鳴
き
声
も
あ
ち
こ

ち
か
ら
聞
こ
え
ま
す
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
好
き
な
春
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
春
は
新
年

度
の
人
事
異
動
や
入
学
・
進

学
な
ど
新
し
い
出
会
い
が
あ

る
季
節
。
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
新
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら

過
ご
し
て
い
る
人
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
今
回
は
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
大
好
き
な
春
の
お
い
し

い
食
べ
物
の
１
つ
、
タ
ケ
ノ

コ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
に
は
グ
ル
タ
ミ
ン

酸
や
チ
ロ
シ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
ギ

ン
酸
と
い
っ
た
数
種
の
ア
ミ
ノ

酸
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

は
う
ま
み
成
分
で
あ
る
と
と
も

に
疲
労
回
復
効
果
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
中
で
一
目
で
確
認
で

き
る
の
が
チ
ロ
シ
ン
。
ゆ
で
た

と
き
に
出
る
白
い
粒
状
の
も
の

で
す
。
ま
た
、
も
う
１
つ
の
特

徴
は
カ
リ
ウ
ム
を
豊
富
に
含
ん

で
い
る
点
。
カ
リ
ウ
ム
は
ナ
ト

リ
ウ
ム
（
塩
分
）
を
体
内
か
ら

排
出
す
る
役
割
が
あ
り
、
高
血

圧
の
方
に
お
す
す
め
で
す
よ
。

ほ
か
に
も
食
物
繊
維
を
豊
富
に

含
ん
で
い
る
の
で
、
大
腸
が
ん

の
予
防
や
便
秘
解
消
に
も
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
た
だ
、
ア

ク
が
強
い
の
で
食
べ
過
ぎ
る
と

ア
レ
ル
ギ
ー
に
似
た
症
状
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
よ
う
な

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

調
理
す
る
際
は
ま
ず
ア
ク
抜

き
を
し
ま
す
が
、
タ
ケ
ノ
コ
と

「パブリックコミットメント」と「ブーメラン効果」

　

公
の
場
で
目
標
を
宣
言
す
る
こ
と

で
、
目
標
達
成
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
宣
言
す
る
こ
と
で
責
任
が

生
ま
れ
、
努
力
す
る
意
思
が
強
ま
る

の
で
す
。
た
だ
し
、
公
言
に
よ
っ
て

周
り
か
ら
「
頑
張
っ
て
い
る
ね
」「
素

晴
ら
し
い
ね
」
の
よ
う
な
声
を
か
け

ら
れ
る
と
、
実
際
に
は
何
も
し
て
い

な
く
て
も
、
や
っ
た
つ
も
り
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

「
や
っ
た
つ
も
り
」
を
防
ぐ
に
は
、

目
標
の
進
捗
を
定
期
的
に
宣
言
し
た

り
、
行
動
し
た
際
に
す
ぐ
誰
か
に
伝

え
た
り
す
る
の
が
有
効
で
す
。

　

し
か
し
、
宣
言
を
聞
い
た
周
り
の

人
が
、
し
ば
ら
く
し
て
「
あ
の
人
、

宣
言
通
り
に
行
動
し
て
い
な
い
の
で

は
？
」
と
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
に
、
き
ち
ん

と
行
動
す
る
よ
う
に
相
手
を
説
得
す

る
と
逆
効
果
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
勉
強
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
き
「
勉
強
し
な
さ
い
」
と
言
わ

れ
、
や
る
気
を
な
く
す
ケ
ー
ス
は
よ

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ブ
ー
メ
ラ
ン

公
の
場
で
宣
言
す
る

で
き
て
い
な
い
部
分
を
具
体
的
に
示

し
一
緒
に
解
決
策
を
考
え
、「
相
手

が
自
分
で
決
め
た
と
い
う
感
覚
」
を

持
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と

ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果
を
踏
ま
え
、
目
標

達
成
を
促
す
と
き
に
は
、
①
定
期
的

に
宣
言
や
報
告
の
場
を
用
意
す
る
②

叱
っ
た
り
注
意
を
し
た
り
す
る
際
に

は
解
決
策
も
一
緒
に
考
え
る
③
目
標

達
成
時
の
メ
リ
ッ
ト
の
伝
達
、
ビ
ジ

ョ
ン
の
共
有
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
│
│
の
３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
仕
事
で
も
、

何
ら
か
の
目
標
を
持
っ
て
行
動
す
る

の
は
、
や
る
気
を
高
め
る
た
め
に
大

切
な
こ
と
で
す
。
悩
み
ご
と
と
同
じ

く
、
目
標
も
一
人
で
抱
え
ず
周
り
の

人
と
共
有
し
て
、
達
成
を
目
指
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころののののののののの
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《第４回》

苦難はすべて試練、受け止めて生きていく

　
「
ち
ょ
う
ど
娘
の
結
婚
式
で

ハ
ワ
イ
に
行
っ
て
い
る
と
き
で

し
た
。
挙
式
後
の
食
事
の
際
、

携
帯
に
メ
ー
ル
が
き
た
ん
で

す
。
そ
こ
に
は
泥
だ
ら
け
の
社

用
車
や
作
業
場
の
写
真
が
あ
っ

た
。
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
声
も

出
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
小
久
保

鉄
工
株
式
会
社
（
埼
玉
県
川

越
市
）
の
社
長
・
小
久
保
高
広

さ
ん
は
話
す
。

　

川
越
市
は
昨
年
10
月
13
日
、

台
風
19
号
の
影
響
で
未
明
に
越

辺
川
な
ど
が
氾
濫
、
大
き
な
被

害
が
あ
っ
た
。
鉄
骨
の
溶
接
・

加
工
を
行
う
同
社
で
も
約
１
・

２
㍍
の
浸
水
が
あ
り
、
周
辺
は

立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
た
。

　

社
長
不
在
の
折
、
ど
う
に
か

電
気
だ
け
で
も
復
旧
で
き
な
い

か
と
考
え
た
ス

タ
ッ
フ
に
、
小

久
保
さ
ん
は
日

本
テ
ク
ノ
の
緊

急
連
絡
先
を
伝

え
た
。
水
が
引

い
た
翌
14
日
に

は
担
当
技
術
者

が
駆
け
つ
け
、

浸
水
し
た
キ
ュ

ー
ビ
ク
ル
を
半

日
が
か
り
で
洗

浄
し
て
乾
燥
さ

せ
、
な
ん
と
か

通
電
で
き
た
と

い
う
。

　
「
帰
国
後
に

調
べ
た
結
果
、

ト
ラ
ッ
ク
と
軽

自
動
車
は
廃

車
、
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
と
溶
接

機
は
電
源
が
入

ら
ず
、
予
備
の

電
源
装
置
も
駄

目
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
た
だ

鉄
骨
を
切
る
バ

ン
ド
ソ
ー
は
よ

日
本
の
た
め
に
、
お
客
様
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

テクノユーザー

復興への歩み
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環境問
題

常識テ
スト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（59号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

［イ］プラグ・［ロ］プラグ
［イ］プラグ・［ロ］コンセント
［イ］コンセント・［ロ］プラグ
［イ］コンセント・［ロ］コンセント

壁にある差し込み口（凹側）を［イ］と
いい、電化製品から出たコード先端の
差し込み（凸側）を［ロ］という。［イ］
［ロ］の組み合わせで正しいのは？

Question

4

【４面】身近な電気のあまり知られていない話
※囲み内「豆知識」

a
b
c
d

経済開発協力機構
気候変動に関する政府間パネル
国際標準化機構
国際オリンピック委員会

略称はIPCC。1988年に国連環境計画
（UNEP）と世界気象機関（WMO）
により設立された政府間機関を何とい
う？

Question

1

【１面】食品ロス対策など温暖化抑制に寄与

a
b
c
d

地球温暖化対策計画
環境基本計画
国連環境計画
エネルギー基本計画

2016年5月に地球温暖化対策推進法に
基づいて閣議決定した国の計画。2030
年度に2013年度比で温室効果ガス排
出量26％削減を目指すものは？

Question

2

【１面】環境問題を読み解くことば
※用語解説の第１項

a
b
c
d

電力システム改革協議会
電力小売り自由化監視機構
発送電分離推進協会
電力広域的運営推進機関

東日本大震災による局所的な電力不足
の発生を背景に、日本全国の電力需給
バランスを調整し安定供給していくた
め2015年4月に設置されたのは？

Question

3

【２面】解説 電力システム改革《2》広域機関

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

日本テクノ特製「GIFT street マグカップ」プレゼント

効
果
と
い
い
ま
す
。
人
は
無
意
識
の

う
ち
に
「
自
分
で
決
定
し
た
い
」
と

い
う
欲
求
を
持
っ
て
お
り
、
説
得
さ

れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
反
発
し
て
し

ま
う
の
で
す
。
特
に
自
分
と
関
係
の

深
い
事
柄
で
説
得
さ
れ
た
際
、
ブ
ー

メ
ラ
ン
効
果
は
強
く
表
れ
ま
す
。

　

目
標
達
成
を
手
助
け
す
る
た
め
、

説
得
し
た
り
、
叱
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
は
、

　
「
そ
れ
で
も
、
私
の
好
き
な

元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
松
井

秀
喜
さ
ん
は
〝
ほ
っ
と
し
た
瞬

間
か
ら
人
間
は
ダ
メ
に
な
っ
て

い
く
〞
と
言
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
多
少
の
苦
難
は
試
練
だ
と

捉
え
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
い
う

小
久
保
さ
ん
の
言
葉
を
受
け
た

よ
う
に
台
風
直
後
か
ら
新
た
な

仕
事
が
舞
い
込
み
、
現
在
は
忙

し
い
日
々
が
続
い
て
い
る
。

　
「
心
配
し
て
電
話
を
く
れ
た

取
引
先
も
最
後
は
〝
で
も
な
る

べ
く
早
く
納
品
し
て
ね
〞
っ
て

言
う
ん
で
す
」
と
話
す
小
久
保

さ
ん
の
表
情
は
明
る
か
っ
た
。

復活したバンドソーの前で「ここまで水が来ました」と示す社長の小久保高広さん。

◀ 赤色と青色をそれぞれ５名様に。２色のうち、どち
らが当たるかは賞品到着までのお楽しみ。

く
乾
燥
さ
せ
た
ら
使
え
そ
う
だ

っ
た
の
で
不
具
合
の
出
た
部
品

を
交
換
し
、
再
利
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
高
い
機
械
な
の
で

助
か
り
ま
し
た
」。

　

台
風
に
よ
る
休
業
日
数
は
約

10
日
、
被
害
総
額
は
１
０
０
０

万
円
を
超
え
た
。
台
風
19
号
の

被
災
事
業
者
に
は
政
府
か
ら
助

成
金
が
支
給
さ
れ
る
が
、
新
た

な
借
金
を
抱
え
る
の
は
避
け
ら

れ
な
い
。
し
か
も
、
以
前
に
受

け
て
い
た
融
資
の
返
済
が
今
年

５
月
に
終
わ
る
と
こ
ろ
で
、
返

済
の
め
ど
が
た
ち
少
し
気
が
休

ま
る
と
感
じ
は
じ
め
た
矢
先
の

出
来
事
だ
っ
た
。

正解者の中から抽選で 10 名の方に日本テクノ特製「GIFT street マグカップ」をプレゼントいたし
ます。ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り上げてほしいテーマ」「面
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サイト「Eco News Web Magazine」（https://econews.jp/）からも応募できます。サイトにアクセスし
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一
緒
に
米
ぬ
か
を
入
れ
て
ゆ
で

る
の
が
一
般
的
で
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
そ
う
し
て
い
ま
し
た

が
、
米
ぬ
か
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
よ
ね
。そ
ん
な
と
き
は
、

水
で
と
ぐ
前
の
お
米
を
一
握
り

鍋
の
中
に
入
れ
ま
す
。
そ
う
す

る
と
米
ぬ
か
を
入
れ
た
の
と
同

じ
効
果
が
あ
り
、
ア
ク
が
上
手

に
抜
け
る
ん
で
す
。

　

そ
し
て
気
を
つ
け
た
い
の

が
、
タ
ケ
ノ
コ
を
ゆ
で
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
す
。
新
鮮
な
う
ち
に

ゆ
で
な
い
と
、
少
し
ず
つ
え
ぐ

み
が
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
、

入
手
し
た
ら
日
を
置
か
ず
、
す

ぐ
に
ゆ
で
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ほ
か
に
も
、
弱
火
で
ゆ
っ

く
り
加
熱
す
る
、
ゆ
で
て
い
る

と
き
に
出
る
ア
ク
を
取
る
、
ゆ

で
た
ら
一
晩
（
８
時
間
以
上
）

し
っ
か
り
冷
ま
す
と
い
い
よ
う

で
す
。
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
に

気
を
配
っ
て
、
お
い
し
く
旬
の

タ
ケ
ノ
コ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ

い
ね
。

こ
ん
な
知
恵
を
ご
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
ビ
ン

を
シ
ー
グ
ラ
ス
（
海
岸

な
ど
に
落
ち
て
い
る
ガ

ラ
ス
片
）
で
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
て
一
輪
挿
し
に
し

て
い
ま
す
。

＠
に
こ
に
こ
さ
ん

① ② ③

④

⑨⑧

⑦

⑩

⑥

⑤

⑪

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：b ／ Ｑ２：a ／ Ｑ３：d ／ Ｑ４：c 

10名様

抽選で

水没した手前のコンプレッサーから新品に買い換えた。
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